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唐
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「
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中
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語
認
識
の
変
容
（
伊
藤
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序

　

中
唐
の
傳
奇
「
枕
中
記
」
は
、
唐
の
開
元
年
間
、
青
年
盧
生
が
邯

鄲
の
宿
屋
で
道
士
呂
翁
か
ら
渡
さ
れ
た
枕
を
使
う
こ
と
で
枕
中
の
世

界
に
入
り
、
そ
こ
で
立
身
出
世
す
る
人
生
を
過
ご
す
も
、
目
を
覺
ま

せ
ば
そ
れ
は
ほ
ん
の
わ
ず
か
な
時
間
で
あ
っ
た
と
い
う
物
語
で
あ
る
。

　

今
日
「
枕
中
記
」
は
そ
の
内
容
か
ら
、「
邯
鄲
夢
」
や
「
黃
粱
一

炊
の
夢
」
と
い
う
呼
称
も
あ
り
、〝
夢
〟
を
以
て
「
人
生
の
儚
さ
」

を
描
い
た
寓
話
と
見
な
さ
れ
る
こ
と
が
一
般
的
で
あ
る
。
か
の
魯
迅

も
、『
中
国
小
説
史
略
』
第
八
篇
「
唐
之
傳
奇
文
」
に
「
枕
中
記
」

を
紹
介
す
る
が
、「
生
梦
娶
清
河
崔
氏
…
（
盧
生
は
夢
で
清
河
の
崔
氏

を
娶
り
…
）」
と
、
主
人
公
盧
生
が
「
夢
を
見
て
い
た
」
こ
と
を
自
明

の
理
と
す
る
。
ま
た
近
年
の
先
行
研
究
で
は
、
物
語
の
展
開
の
類
似

か
ら
、「
枕
中
記
」
は
度
々
「
櫻
桃
青
衣
」、「
沈
亞
之
」
と
と
も
に

唐
代
夢
物
語
と
み
な
さ
れ
る
。
要
す
る
に
現
代
に
お
い
て
、
こ
れ
ら

は
全
て
同
じ
「
類
」
同
じ
「
趣
」
の
物
語
だ
と
ご
く
自
然
に
認
識
さ

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
過
去
に
遡
る
と
、
十
世
紀
の
類
書
『
太
平
廣
記
』
は
こ
れ

ら
三
作
品
を
区
別
す
る
見
解
を
提
示
す
る
。
そ
れ
は
主
に
そ
の
分
類

に
現
れ
て
お
り
、「
櫻
桃
青
衣
」、「
沈
亞
之
」
は
『
太
平
廣
記
』
巻

二
八
一
、
巻
二
八
二
「
夢
部
」
に
、
一
方
「
枕
中
記
」
は
同
巻
八
十

二
「
異
人
部
」
に
分
類
さ
れ
た
。
分
類
と
は
認
識
の
区
分
を
示
す
も

の
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
編
纂
の
方
針
が
体
系
的
に
表
わ
れ
て
い
る
。

言
わ
ば
説
話
小
説
分
野
の
百
科
全
書
た
る
『
太
平
廣
記
』
の
分
類
に

も
ま
た
、
そ
う
し
た
当
時
の
編
纂
者
或
い
は
編
纂
に
携
わ
っ
た
集
団

の
認
識
の
片
鱗
が
窺
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

『
太
平
廣
記
』
は
類
書
の
中
で
も
異
色
の
存
在
で
あ
る
。
例
え
ば

そ
の
分
類
項
目
を
見
て
み
る
と
、
唐
代
の
『
藝
文
類
聚
』、
北
宋
の

①

②

③
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『
太
平
御
覧
』
と
い
っ
た
そ
の
他
代
表
的
類
書
は
、
各
々
分
類
項
目

の
配
列
に
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
傾
向
と
し
て
は
天
部
や
歳
時
（
時

序
）
部
か
ら
地
部
や
山
部
と
い
う
地
理
關
係
の
項
目
、
そ
し
て
帝
の

領
域
で
あ
る
帝
王
（
皇
王
）
の
部
、
人
事
に
属
す
る
人
部
と
展
開
す

る
の
に
對
し
、『
太
平
廣
記
』
は
冒
頭
神
仙
部
か
ら
始
ま
り
、
女
仙

部
、
道
術
部
と
続
い
て
お
り
、
通
常
の
類
書
で
あ
れ
ば
地
部
に
含
ま

れ
る
、
も
し
く
は
そ
こ
に
關
連
づ
け
ら
れ
近
隣
に
配
さ
れ
る
は
ず
の

山
部
は
、
短
く
ま
と
め
ら
れ
後
半
に
配
置
さ
れ
る
。
さ
ら
に
『
太
平

廣
記
』
は
皇
帝
勅
令
の
下
成
立
し
た
書
で
あ
る
が
、
詩
や
賦
で
は
な

く
、
当
時
文
學
的
価
値
が
さ
ほ
ど
高
く
な
か
っ
た
志
怪
、
傳
奇
と
い

っ
た
所
謂
怪
奇
小
説
類
が
国
家
事
業
の
名
の
下
に
多
数
収
集
さ
れ
、

体
系
的
に
ま
と
め
ら
れ
た
。
加
え
て
上
表
（
上
呈
に
際
し
て
の
表
文
）

は
あ
る
が
序
文
が
な
く
、
編
纂
目
的
自
体
も
明
ら
か
で
は
な
い
。
こ

れ
ら
の
點
も
ま
た
『
太
平
廣
記
』
の
特
徴
の
一
つ
と
し
て
挙
げ
ら
れ

る
。

　

『
太
平
廣
記
』
は
こ
の
よ
う
に
独
自
性
の
強
い
類
書
で
あ
る
た
め
、

当
然
な
が
ら
そ
れ
が
北
宋
代
の
人
間
の
最
大
公
約
数
的
な
も
の
の
捉

え
方
を
直
に
反
映
し
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
し
か
し
近
年
当
然
の

如
く
〝
同
類
〟
と
み
な
さ
れ
て
い
る
「
枕
中
記
」、「
櫻
桃
青
衣
」、

「
沈
亞
之
」
を
、
か
つ
て
区
別
す
る
見
解
が
存
在
し
た
こ
と
は
、
過

去
か
ら
現
在
ま
で
の
物
語
、
あ
る
い
は
そ
の
題
材
に
つ
い
て
の
認
識

の
変
化
を
示
す
重
要
な
手
が
か
り
と
な
り
得
る
。
こ
の
『
太
平
廣

記
』
の
分
類
を
手
が
か
り
に
、「
枕
中
記
」
と
い
う
物
語
及
び
作
中

の
枕
中
の
世
界
、
そ
し
て
夢
と
い
う
概
念
に
つ
い
て
の
認
識
の
変
容

の
一
端
を
見
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

た
だ
し
、
本
稿
の
目
的
は
、「
枕
中
記
」
の
「
枕
中
の
世
界
」
が

〝
夢
〟
で
あ
る
と
い
う
、
こ
れ
ま
で
の
「
枕
中
記
」
の
解
釈
を
否
定

し
、
新
た
な
「
枕
中
記
」
観
を
再
構
築
す
る
こ
と
で
は
な
い
。
ま
た

『
太
平
廣
記
』
の
分
類
の
妥
当
性
を
精
査
す
る
こ
と
で
も
な
い
。
こ

こ
で
主
に
検
討
し
た
い
の
は
、
あ
く
ま
で
も
『
太
平
廣
記
』
の
分
類

を
契
機
に
、
現
在
無
条
件
の
前
提
と
な
っ
て
い
る
「
枕
中
記
」
の
捉

え
方
を
相
對
化
し
た
上
で
、
過
去
と
現
在
で
「
枕
中
記
」
と
い
う
物

語
に
つ
い
て
の
〝
認
識
の
変
化
〟
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
か
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

　

な
お
「
枕
中
記
」
の
テ
キ
ス
ト
に
は
『
文
苑
英
華
』
所
収
の
も
の

と
『
太
平
廣
記
』
所
収
の
も
の
の
二
系
統
あ
る
。
今
回
は
『
太
平
廣

④

⑤
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記
』
の
中
の
「
枕
中
記
」
に
焦
點
を
当
て
る
た
め
、
テ
キ
ス
ト
は
主

に
『
太
平
廣
記
』
の
も
の
を
用
い
る
。「
枕
中
記
」
と
い
う
題
は

『
文
苑
英
華
』
に
見
ら
れ
、『
太
平
廣
記
』
で
は
、
そ
の
題
を
「
呂

翁
」
と
す
る
が
、
本
稿
で
は
作
品
名
を
「
枕
中
記
」
に
統
一
す
る
。

　

ま
た
「
枕
中
記
」
と
並
列
し
て
論
じ
ら
れ
る
こ
と
の
多
い
「
南
柯

太
守
傳
」
も
一
般
的
に
は
夢
物
語
と
さ
れ
る
が
、
こ
ち
ら
に
つ
い
て

は
異
郷
訪
問
譚
と
す
る
見
解
も
い
く
つ
か
見
ら
れ
る
。
実
際
「
南
柯

太
守
傳
」
は
、
淳
于
棼
が
蟻
の
世
界
「
槐
安
國
」
に
入
る
だ
け
な
く
、

冥
界
や
異
類
婚
等
の
要
素
が
複
雑
に
絡
ん
で
お
り
、
枕
中
の
世
界
が

あ
く
ま
で
も
現
実
社
会
に
即
し
て
い
る
「
枕
中
記
」
と
単
純
に
比
較

は
で
き
な
い
。
そ
の
た
め
「
南
柯
太
守
傳
」
に
關
す
る
検
討
は
今
後

の
課
題
と
す
る
。

一　

先
行
研
究
と
『
太
平
廣
記
』
に
見
ら
れ
る
夢
の
概
念

（
一
）
先
行
研
究
に
お
け
る
「
枕
中
記
」
と
〝
夢
〟

　

前
述
の
魯
迅
含
め
、
多
く
の
「
枕
中
記
」
研
究
に
お
い
て
焦
點
と

な
る
の
は
、
作
品
に
込
め
ら
れ
た
寓
意
で
あ
る
。
具
体
例
を
挙
げ
る

と
、
竹
田
晃
「
枕
中
記　

真
と
仮
の
間
」、
や
尾
崎
裕
「「
枕
中
記
」

と
「
南
柯
太
守
傳
」
─
そ
の
《
枠
》
を
手
が
か
り
に
─
」、
下
定
雅

弘
・
森
本
早
織
「
盧
生
は
何
を
知
っ
た
の
か
？
─
『
枕
中
記
』
の
主

題
─
」
等
は
、
そ
れ
ぞ
れ
方
法
は
異
な
る
も
の
の
、
い
ず
れ
も
作
中

盧
生
と
呂
翁
の
台
詞
に
見
ら
れ
る
「
適
」
の
語
に
着
目
し
、「
枕
中

記
」
の
主
題
や
寓
意
を
詳
細
に
考
察
す
る
。
こ
の
「
枕
中
記
」
の
主

題
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る
が
、
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
こ
れ
ま

で
の
論
考
の
是
非
で
は
な
く
、
こ
れ
ら
す
べ
て
が
共
通
し
て
、
作
中

の
枕
中
の
世
界
が
〝
夢
〟
で
あ
る
こ
と
が
暗
黙
の
前
提
と
さ
れ
、
か

つ
そ
の
〝
夢
〟
は
多
く
の
場
合
、
睡
眠
中
に
一
個
人
が
見
る
儚
い
幻

と
し
て
用
い
ら
れ
る
點
で
あ
る
。

　

例
え
ば
尾
崎
は
、
盧
生
の
言
う
「
適
」
も
呂
翁
の
言
う
「
適
」
も

「
夢
の
よ
う
に
は
か
な
い
も
の
だ
と
見
な
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
の

で
は
な
か
ろ
う
か
」
と
述
べ
る
。
ま
た
下
定
・
森
本
両
氏
も
、
物
語

の
主
題
は
「
人
生
は
夢
の
如
く
儚
い
」
と
い
う
點
に
は
な
い
と
論
じ

な
が
ら
も
、「
南
柯
太
守
傳
」
に
つ
い
て
は
「「
人
生
は
夢
」
の
無
常

観
を
表
現
し
た
作
」
と
し
、「
夢
」
の
語
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
、

脆
く
儚
い
も
の
で
あ
る
と
い
う
概
念
を
用
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
傾
向
は
、「
枕
中
記
」
を
「
枕
の
中
の
世
界
（
異

⑥
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界
）」
に
入
る
「
異
界
訪
問
譚
」
と
し
た
井
波
律
子
（
二
〇
〇
二
年
）

や
、
異
郷
訪
問
譚
と
み
な
し
た
乾
一
夫
（
一
九
七
八
年
）（
た
だ
し
井

波
、
乾
両
氏
は
「
枕
中
記
」
を
遊
魂
や
夢
遊
と
い
う
形
の
〝
夢
〟
物
語
で
あ

る
と
も
述
べ
る
。）
の
よ
う
な
例
を
除
き
、
多
く
の
先
行
研
究
に
共
通

し
て
見
ら
れ
る
。
端
的
に
言
え
ば
、
現
代
に
お
い
て
作
中
の
枕
中
の

世
界
は
、
盧
生
の
見
た
儚
い
幻
と
し
て
の
〝
夢
〟
で
あ
る
こ
と
は
疑

問
の
余
地
の
な
い
「
大
前
提
」
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
現
在
の
大
前
提
か
ら
す
る
と
、『
太
平
廣
記
』
が

「
枕
中
記
」
を
「
夢
部
」
で
は
な
く
「
異
人
部
」
に
収
め
た
こ
と
は
、

些
か
奇
妙
な
こ
と
に
感
じ
ら
れ
る
。『
太
平
廣
記
』
の
こ
の
分
類
を

ど
の
よ
う
に
説
明
す
る
の
か
。
単
純
に
『
太
平
廣
記
』
は
「
枕
中

記
」
を
夢
物
語
と
、
そ
し
て
枕
中
の
世
界
を
盧
生
の
〝
夢
〟
と
み
な

さ
な
か
っ
た
と
簡
単
に
結
論
付
け
て
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
よ

う
に
断
言
す
る
前
に
、「
枕
中
記
」
と
区
別
さ
れ
た
『
太
平
廣
記
』

「
夢
部
」
に
お
け
る
〝
夢
〟
が
い
か
な
る
性
格
を
も
つ
か
ま
ず
考
え

る
必
要
が
あ
る
。
次
節
で
は
「
夢
部
」
の
物
語
を
通
し
て
そ
れ
を
検

討
す
る
。

（
二
）『
太
平
廣
記
』「
夢
部
」
の
夢

　

『
太
平
広
記
』
は
、
巻
二
七
六
〜
二
八
二
が
「
夢
部
」
で
あ
り
、

内
部
は
、「
夢
」、「
夢
休
徴
」、「
夢
咎
徴
」、「
鬼
神
」、「
夢
遊
」
と

部
門
立
て
さ
れ
る
。「
夢
」
と
部
門
立
て
さ
れ
る
中
で
最
も
頻
繁
に

見
ら
れ
る
の
は
未
来
を
予
兆
す
る
夢
で
あ
る
。
例
え
ば
「
索
充
」
は
、

夢
で
上
着
を
脱
い
だ
奴
隷
を
夢
見
て
、
占
い
師
が
そ
の
夢
か
ら
索
充

の
妻
が
男
児
を
産
む
こ
と
を
言
い
当
て
る
。
こ
の
夢
占
い
師
は
予
兆

型
の
夢
の
物
語
に
た
び
た
び
登
場
す
る
重
要
な
存
在
で
あ
る
。

　

ま
た
神
々
や
死
者
、
身
内
や
匿
名
の
人
物
等
が
助
言
、
啓
示
を
与

え
る
夢
物
語
も
数
多
く
あ
る
。「
徐
羨
之
」
が
そ
の
一
例
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
徐
が
夢
で
父
に
「
朱
雀
桁
を
渡
ら
な
け
れ
ば
、
お
前
は
富

貴
に
な
る
」
と
言
わ
れ
、
夢
の
通
り
に
し
た
と
こ
ろ
、
後
に
宰
相
に

ま
で
出
世
し
た
と
い
う
内
容
で
あ
り
、
彼
は
夢
を
通
じ
将
来
の
た
め

の
助
言
を
得
る
。

　

そ
の
他
、
死
者
や
動
物
が
夢
を
通
し
て
人
間
に
言
傳
を
す
る
夢
物

語
も
収
め
ら
れ
る
。
例
え
ば
「
桓
邈
」
や
「
周
氏
婢
」
等
が
挙
げ
ら

れ
る
。「
桓
邈
」
は
、
桓
邈
に
貢
物
と
し
て
捧
げ
ら
れ
た
四
羽
の
鴨

が
、
桓
邈
の
息
子
の
夢
に
、
人
に
擬
態
し
て
現
れ
命
乞
い
を
し
、
夢

⑪

⑫

⑬

⑭
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か
ら
覚
め
た
後
無
事
に
彼
ら
の
命
が
助
け
ら
れ
る
と
、
再
度
夢
に
現

れ
お
礼
を
言
っ
て
去
る
と
い
う
物
語
で
あ
る
。
一
方
「
周
氏
婢
」
は
、

周
氏
の
侍
女
が
山
に
柴
刈
り
に
行
っ
た
際
昼
寝
を
し
、
夢
で
女
性
に

「
目
の
中
に
何
か
が
刺
さ
っ
て
い
る
か
ら
抜
い
て
ほ
し
い
」
と
頼
ま

れ
る
。
目
覺
め
て
み
れ
ば
、
棺
が
あ
り
、
棺
の
中
の
骸
骨
の
目
の
中

に
草
が
生
え
て
い
た
の
で
そ
れ
を
抜
い
た
と
こ
ろ
、
帰
路
に
て
黄
金

の
指
輪
を
得
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
両
作
品
と
も
、
現
実
世
界
で

は
言
葉
を
交
わ
せ
な
い
存
在
が
、
夢
を
通
じ
て
人
間
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
送
る
と
い
う
内
容
が
描
か
れ
る
。

　

ま
た
睡
眠
中
の
身
体
か
ら
魂
だ
け
が
抜
け
出
す
現
象
で
あ
る
「
遊

魂
の
夢
（
夢
遊
）」
も
「
夢
部
」
の
最
後
に
部
門
立
て
さ
れ
る
。
夢

遊
と
い
う
現
象
は
、
夢
物
語
を
扱
う
先
行
研
究
で
も
度
々
指
摘
さ
れ

て
お
り
、
前
述
の
乾
一
夫
は
「
枕
中
記
」
を
そ
の
一
例
に
挙
げ
て
い

る
。
し
か
し
『
太
平
廣
記
』
が
夢
遊
譚
と
し
て
「
夢
部
」
に
収
め
た

の
は
、「
枕
中
記
（
呂
翁
）」
の
類
話
と
さ
れ
る
「
櫻
桃
青
衣
」
や

「
沈
亞
之
」
で
あ
っ
て
「
枕
中
記
（
呂
翁
）」
で
は
な
い
。「
櫻
桃
青

衣
」、「
沈
亞
之
」
の
概
要
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　

「
櫻
桃
青
衣
」：
盧
子
と
い
う
男
が
、
夢
中
の
世
界
で
自
分
の
親

族
だ
と
い
う
婦
人
の
引
き
立
て
に
よ
り
、
立
身
出
世
、
子
宝
に
も
恵

ま
れ
る
。
し
か
し
目
覺
め
て
み
れ
ば
そ
れ
は
ほ
ん
の
短
い
夢
で
あ
り
、

盧
子
は
世
の
儚
さ
を
身
に
感
じ
隱
遁
し
た
。

　

「
沈
亞
之
」：
沈
亞
之
は
索
泉
の
宿
屋
で
昼
寝
を
し
て
い
る
と
、

夢
の
中
で
秦
の
穆
公
の
時
代
に
赴
く
。
そ
こ
で
沈
亞
之
は
穆
公
の
娘

弄
玉
の
婿
に
な
る
も
、
弄
玉
は
ま
も
な
く
し
て
亡
く
な
る
。
沈
亞
之

は
弄
玉
の
死
か
ら
立
ち
直
れ
ず
、
国
外
に
出
て
い
く
が
、
そ
の
際
見

送
り
の
役
人
と
別
れ
の
挨
拶
を
交
わ
す
う
ち
に
目
が
覺
め
る
。
後
に

調
べ
る
と
、
穆
公
は
索
泉
に
葬
ら
れ
て
い
た
。

　

「
櫻
桃
青
衣
」
は
、
詳
し
く
は
後
述
す
る
が
、
そ
こ
に
見
ら
れ
る

夢
の
世
界
に
睡
眠
中
に
個
人
が
見
る
幻
影
と
し
て
の
側
面
が
見
ら
れ

る
。
ま
た
「
沈
亞
之
」
に
は
、
夢
を
通
じ
て
過
去
の
時
代
に
遡
る
、

一
種
の
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
が
描
か
れ
る
。
両
作
品
と
も
、
こ
れ
ま
で

述
べ
た
よ
う
な
夢
の
中
で
現
実
の
世
界
に
對
す
る
予
兆
や
啓
示
、
あ

る
い
は
何
か
し
ら
の
助
言
や
言
傳
を
受
け
取
る
と
い
っ
た
物
語
と
は

異
な
り
、
現
実
か
ら
遊
離
し
た
生
を
夢
中
で
送
る
も
の
と
な
っ
て
い

⑱
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る
。

　

「
夢
部
」
の
中
で
、
夢
遊
の
現
象
を
描
い
た
も
の
は
他
に
、
主
人

公
の
魂
が
魚
へ
と
入
り
込
む
「
韓
確
」（
巻
二
八
二
）
や
、
遠
方
に
い

る
友
人
の
実
際
の
出
来
事
を
夢
見
た
「
元
稹
」（
巻
二
八
二
）
等
が
挙

げ
ら
れ
る
。
そ
の
他
「
夢
部
」
の
「
夢
遊
」
で
は
な
く
「
鬼
神
」
に

収
め
ら
れ
て
い
る
物
語
で
は
あ
る
が
、「
婁
師
德
」（
巻
二
七
六
）
の

よ
う
に
主
人
公
が
夢
で
冥
界
（
地
府
院
）
へ
と
赴
く
も
の
ま
で
あ
る
。

さ
ら
に
主
人
公
の
前
に
妻
の
夢
の
世
界
が
具
現
化
し
て
現
れ
る
「
独

孤
遐
叔
」（
巻
二
八
一
）、「
張
生
」（
巻
二
八
二
）
も
妻
の
意
識
が
外
へ

と
浮
遊
し
た
例
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

「
夢
部
」
の
「
夢
遊
」
と
い
う
部
立
て
の
中
の
物
語
で
は
ま
た
、

睡
眠
中
の
經
驗
が
現
実
に
反
映
さ
れ
る
こ
と
す
ら
あ
る
。
以
下
の

「
鄭
昌
圖
」
が
そ
の
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

鄭
昌
圖
登
第
歲
、
居
長
安
。
夜
後
納
凉
於
庭
、
夢
為
人
毆
擊
。

擒
出
春
明
門
、
至
合
大
路
處
石
橋
上
、
乃
得
解
。
遺
其
紫
羅
履

一
隻
、
奔
及
居
而
寤
。
甚
困
、
言
於
弟
兄
、
而
牀
前
果
失
一
履
。

旦
令
人
於
石
橋
上
追
尋
得
之
。

（
鄭
昌
圖
登
第
の
歳
、
長
安
に
居
す
。
夜
後
庭
に
納
涼
す
る
に
、
夢
に

人
の
毆
擊
す
る
と
こ
ろ
と
為
る
。
擒
へ
ら
れ
春
明
門
を
出
で
、
大
路
に

合
す
る
處
の
石
橋
の
上
に
至
り
て
、
乃
ち
解
か
る
る
を
得
た
り
。
其
の

紫
の
羅
の
履
一
隻
を
遺
（
の
こ
）
し
、
奔
り
て
居
に
及
び
て
寤
む
。
甚

だ
困
（
つ
か
）
れ
て
、
弟
兄
に
言
ふ
に
、
而
し
て
牀
前
に
果
た
し
て
一

履
を
失
ふ
。
旦
に
人
を
し
て
石
橋
の
上
を
追
尋
せ
し
め
て
之
を
得
た

り
。）

　

こ
こ
で
は
橋
に
履
を
落
と
し
た
と
い
う
夢
の
内
容
が
現
実
で
も
発

生
し
て
お
り
、
夢
と
現
実
が
互
い
に
介
入
し
あ
っ
て
い
る
。
こ
の
夢

と
現
実
の
相
互
干
渉
と
い
う
形
式
は
「
宋
瓊
」
や
「
邢
鳳
」
等
他
の

物
語
に
も
見
ら
れ
、「
夢
部
」
に
見
ら
れ
る
夢
の
重
要
な
特
徴
の
一

つ
と
い
え
よ
う
。

　

以
上
「
夢
部
」
の
夢
の
特
徴
を
ま
と
め
た
が
、「
夢
部
」
の
物
語

全
体
の
傾
向
と
し
て
、
一
つ
注
意
す
べ
き
點
が
あ
る
。
そ
れ
は
大
半

の
作
品
の
記
述
に
「
夢
」
の
語
が
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば

「
索
充
」
で
は
、「
索
充
夢
一
虜
脫
上
衣
來
詣
充
。（
索
充
一
虜
上
衣

を
脱
ぎ
充
に
詣
で
来
た
る
を
夢
み
る
。）」
と
、
夢
と
い
う
語
の
後
に
、

⑳
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夢
中
で
何
が
あ
っ
た
か
記
述
さ
れ
る
。「
夢
部
」
の
物
語
は
全
部
で

一
六
八
あ
り
、
そ
の
う
ち
の
ほ
と
ん
ど
の
作
品
に
は
「
夢
」
の
一
語

が
必
ず
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
一
方
で
、「
宋
言
」、「
薛
存
誠
」、「
劉

景
復
」
と
い
う
「
夢
」
の
語
が
用
い
ら
れ
な
い
作
品
も
存
在
す
る
。

　

例
え
ば
「
宋
言
」
は
、
宋
嶽
と
い
う
不
遇
の
人
物
が
、
あ
る
日
昼

寝
を
し
た
と
こ
ろ
、
と
あ
る
人
に
、
嶽
と
い
う
名
の
山
の
部
分
を
取

り
去
れ
ば
、
お
の
ず
か
ら
道
が
開
け
る
と
告
げ
ら
れ
る
。
そ
こ
で
嶽

の
字
の
、
山
と
さ
ら
に
二
つ
の
獣
（
犬
）
の
部
分
を
取
り
去
り
、
宋

言
と
改
名
し
た
と
こ
ろ
、
及
第
し
た
と
い
う
物
語
で
あ
る
。
夢
中
の

描
写
は
以
下
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

因
晝
寢
、
似
有
人
報
、
云
、
宋
秀
才
若
頭
上
戴
山
、
無
因
成
名
。

但
去
之
。
自
當
通
泰
。

（
晝
寢
す
る
に
因
り
て
、
人
の
報
ず
る
有
る
に
似
た
り
、
云
ふ
、
宋
秀

才
は
頭
上
に
山
を
戴
く
が
若
く
、
名
を
成
す
に
因
無
し
。
但
だ
之
れ
を

去
れ
。
自
ず
か
ら
當
に
通
泰
す
べ
し
と
。）

　

引
用
部
分
は
、「
宋
言
（
宋
嶽
）」
が
と
あ
る
人
か
ら
改
名
の
指
示

を
受
け
た
場
面
だ
が
、
こ
こ
に
は
昼
寝
と
い
う
行
為
は
あ
る
も
の
の
、

「
索
充
」
の
よ
う
な
「
夢
」
の
語
は
見
当
た
ら
な
い
。
し
か
し
『
太

平
廣
記
』
が
「
宋
言
」
を
「
夢
部
」
に
入
れ
た
の
は
、
昼
寝
の
際
に
、

宋
言
が
〝
夢
中
〟
に
て
啓
示
を
受
け
た
と
み
な
し
た
こ
と
を
示
す
。

　

同
じ
く
「
夢
」
の
語
が
用
い
ら
れ
な
か
っ
た
「
薛
存
誠
」
は
、
御

史
臺
の
門
番
が
昼
寝
を
し
た
際
、
御
史
中
丞
薛
存
誠
の
死
の
予
兆
を

見
る
内
容
で
あ
り
、「
劉
景
復
」
は
呉
の
泰
伯
廟
の
近
く
で
宴
を
し

た
劉
景
復
が
、
眠
り
の
中
で
泰
伯
の
宴
席
へ
と
赴
く
物
語
で
あ
る
。

つ
ま
り
作
中
に
て
「
夢0

」
の
一
語
が
明
記
さ
れ
な
く
と
も

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
人
が
眠

り
を
通
し
て
予
兆
や
、
助
言
を
得
た
り
、
あ
る
い
は
別
の
土
地
へ
と

遊
ん
だ
り
し
た
場
合
も
ま
た
、『
太
平
廣
記
』
は
そ
れ
を
「
夢
部
」

に
分
類
し
た
。
言
い
換
え
れ
ば
『
太
平
廣
記
』
に
と
っ
て
、
眠
り
を

通
じ
た
予
兆
、
助
言
、
遊
魂
こ
そ
が
、〝
夢
〟
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

未
来
の
予
兆
、
予
言
、
警
告
、
助
言
、
あ
る
い
は
動
物
、
死
者
か

ら
の
傳
言
、
さ
ら
に
は
遊
魂
、
夢
遊
、
夢
中
の
体
験
と
現
実
の
一
致

等
、『
太
平
廣
記
』「
夢
部
」
の
〝
夢
〟
は
一
見
雑
多
な
印
象
を
受
け

る
。
し
か
し
、「
夢
部
」
に
収
め
ら
れ
た
物
語
の
夢
は
、
眠
り
と
い

う
行
為
を
通
し
て
、
何
か
を
予
兆
す
る
事
物
を
見
る
こ
と
や
、
神
々

㉒
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や
死
者
、
動
物
と
の
交
流
を
可
能
と
す
る
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、

時
に
は
魂
が
身
体
を
抜
け
出
し
、
遥
か
遠
く
の
土
地
や
、
過
去
の
時

代
、
冥
界
へ
も
辿
り
着
け
、
さ
ら
に
は
夢
中
の
事
象
が
現
実
に
そ
の

ま
ま
反
映
さ
れ
る
こ
と
す
ら
あ
る
。
夢
中
と
現
実
が
相
互
干
渉
の
關

係
に
あ
る
の
だ
。

　

そ
し
て
そ
の
よ
う
な
不
思
議
な
経
験
を
す
る
ま
で
の
過
程
は
、
眠

り
と
い
う
行
為
や
「
夢
」
と
い
う
一
語
と
い
っ
た
非
常
に
単
純
な
形

で
記
述
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、「
夢
」
が
何
か
特
定
の
独
立
し
た
異
空

間
を
意
味
し
て
い
る
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
夢
は
「
媒
介
」
の
一

つ
で
あ
り
、
夢
と
い
う
現
象
に
よ
っ
て
、
現
実
世
界
は
、
不
思
議
な

光
景
・
世
界
と
い
と
も
容
易
く
結
合
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

概
括
し
て
い
え
ば
、『
太
平
廣
記
』「
夢
部
」
の
夢
と
は
、
眠
り
を

通
じ
た
、
人
間
が
あ
ら
ゆ
る
境
界
を
超
え
る
た
め
の
媒
体
の
一
種
と

も
い
え
る
。
そ
れ
は
、
覺
醒
に
よ
っ
て
見
え
な
く
な
っ
て
し
ま
う
脆

さ
、
儚
さ
の
要
素
は
あ
り
こ
そ
す
れ
、
一
個
人
の
脳
内
で
の
み
発
生

し
処
理
さ
れ
る
〝
儚
い
幻
影
と
し
て
の
夢
〟
の
概
念
と
は
必
ず
し
も

合
致
し
な
い
。
こ
こ
で
の
「
夢
」
と
は
現
実
と
結
び
つ
き
、
そ
こ
に

確
か
な
痕
跡
を
残
す
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
そ
の
よ
う
な
〝
夢
〟
と
区
別
さ
れ
た
「
枕
中
記
」
の
枕

中
の
世
界
と
は
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
空
間
と
解
釈
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
る
で
あ
ろ
う
か
。「
枕
中
記
」
に
は
、
眠
り
の
要
素
も
あ
り
、

ま
た
「
夢
寐
」
と
い
う
形
と
は
い
え
「
夢
」
の
語
ま
で
も
あ
り
な
が

ら
、『
太
平
廣
記
』
は
「
夢
部
」
で
は
な
く
、「
異
人
部
」
に
分
類
し

た
。
つ
ま
り
作
中
の
枕
中
の
世
界
は
、『
太
平
廣
記
』
に
と
っ
て
の

〝
夢
〟
と
は
異
な
る
空
間
と
し
て
見
る
こ
と
も
可
能
な
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。

　

「
枕
中
記
」
の
枕
中
の
世
界
の
空
間
的
特
徴
を
考
え
る
上
で
は
、

ま
ず
「
枕
中
記
」
の
枕
中
の
世
界
に
つ
い
て
、〝
夢
〟
で
あ
る
と
い

う
従
来
の
常
識
の
殻
を
外
し
て
再
度
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
次
章

で
は
、「
枕
中
記
」
の
類
話
か
つ
「
夢
部
」
に
収
め
ら
れ
た
「
櫻
桃

青
衣
」、「
沈
亞
之
」
と
の
比
較
を
通
し
て
、
作
中
の
枕
中
の
世
界
の

空
間
的
特
徴
を
分
析
し
た
い
。

二　
「
枕
中
記
」
の
枕
中
の
世
界

（
一
）
枕
中
の
世
界
の
空
間
的
特
徴

　

先
行
研
究
に
て
〝
夢
〟
の
一
語
で
言
い
表
さ
れ
た
枕
中
の
世
界
は
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果
た
し
て
ど
の
よ
う
な
空
間
と
い
え
る
の
か
。
枕
中
の
世
界
の
空
間

構
造
を
分
析
す
る
前
に
、
ま
ず
は
『
太
平
廣
記
』
が
「
夢
部
」
に
収

め
た
「
櫻
桃
青
衣
」、「
沈
亞
之
」
等
の
「
夢
」
を
通
じ
て
訪
れ
た
世

界
（
以
下
「
夢
中
の
世
界
」
と
す
る
。）
の
空
間
的
特
徴
を
比
較
對
象
と

し
、「
枕
中
記
」
と
同
様
に
分
析
し
た
い
。

　

前
述
の
通
り
「
櫻
桃
青
衣
」、「
沈
亞
之
」
は
、「
枕
中
記
」
の
類

話
と
し
て
先
行
研
究
で
も
度
々
列
挙
さ
れ
る
。
実
際
二
作
品
の
内
容

は
、
と
あ
る
男
性
が
眠
っ
た
際
、
夢
中
の
世
界
で
出
世
し
た
り
皇
女

と
婚
姻
關
係
に
な
っ
た
り
す
る
が
、
目
覺
め
て
み
れ
ば
そ
れ
は
ほ
ん

の
ひ
と
時
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
い
う
も
の
で
、
物
語
の
展
開
や
時
間

構
造
は
「
枕
中
記
」
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
一
括
し
て

同
種
の
「
夢
物
語
」
と
み
な
し
得
る
こ
れ
ら
の
三
作
品
に
つ
い
て
、

『
太
平
廣
記
』
は
「
枕
中
記
」
の
み
別
の
分
類
に
入
れ
た
。『
太
平

廣
記
』
の
視
点
か
ら
見
た
と
き
こ
れ
ら
二
作
品
と
「
枕
中
記
」
は
何

か
し
ら
差
別
化
で
き
る
点
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

「
枕
中
記
」
と
、「
櫻
桃
青
衣
」、「
沈
亞
之
」
を
比
較
し
た
と
き
、

ま
ず
挙
げ
ら
れ
る
大
き
な
相
違
點
は
、
登
場
人
物
が
枕
中
の
世
界
あ

る
い
は
夢
中
の
世
界
へ
と
赴
く
際
の
描
写
（
以
下
「
往
路
」
と
す
る
。）、

及
び
そ
れ
ら
の
世
界
か
ら
も
と
い
た
場
所
へ
と
戻
る
描
写
（
以
下

「
復
路
」
と
す
る
。）
で
あ
る
。
さ
ら
に
こ
の
往
路
・
復
路
の
描
写
の

相
違
點
か
ら
、
枕
中
や
夢
中
の
世
界
が
、
登
場
人
物
の
も
と
い
た
世

界
に
對
し
て
い
か
な
る
空
間
と
し
て
存
在
し
て
い
る
か
と
い
う
こ
と

も
ま
た
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

ま
ず
は
『
太
平
廣
記
』
が
〝
夢
〟
物
語
と
認
識
し
た
「
櫻
桃
青

衣
」、「
沈
亞
之
」
を
見
て
い
く
。
以
下
は
「
櫻
桃
青
衣
」、「
沈
亞

之
」
に
お
け
る
、
盧
子
と
沈
亞
之
の
夢
中
の
世
界
へ
の
往
路
と
、
も

と
の
場
所
へ
と
戻
る
復
路
の
場
面
で
あ
る
。
往
路
・
復
路
に
直
接
当

た
る
箇
所
に
傍
線
を
引
く
（
以
下
同
）。

「
櫻
桃
青
衣
」：

往
路
：
天
寶
初
、
有
范
陽
盧
子
、
在
都
應
舉
、
頻
年
不
第
、

漸
窘
迫
。
嘗
暮
乘
驢
遊
行
、
見
一
精
舍
中
有
僧
開
講
。

聽
徒
甚
衆
。
盧
子
方
詣
講
筵
、
倦
寢
。
夢
至
精
舍
門
、

見
一
青
衣
携
一
籃
櫻
桃
在
下
坐
。

（
天
寶
の
初
め
、
范
陽
の
盧
子
有
り
、
都
に
在
り
て
舉
に
應

ず
れ
ど
も
、
頻
年
第
せ
ず
、
漸
く
窘
迫
す
。
嘗
て
暮
に
驢
に

㉔
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乗
り
て
遊
行
す
る
に
、
一
精
舎
中
に
僧
有
り
て
講
を
開
く
を

見
る
。
聽
徒
甚
だ
衆
し
。
盧
子
方
に
講
筵
に
詣
る
に
、
倦
ん

で
寝
ぬ
。
夢
に
精
舎
の
門
に
至
り
、
一
青
衣
の
一
籃
の
櫻
桃

を
携
へ
下
坐
に
在
る
を
見
る
。）

復
路
：
升マ
マ

殿
禮
佛
、
忽
然
昏
醉
、
良
久
不
起
。
耳
中
聞
講
僧

唱
、
云
、
檀
越
何
久
不
起
。
忽
然
夢
覺
、
乃
見
著
白
衫
、

服
飾
如
故
、
前
後
官
吏
、
一
人
亦
無
。

（
殿
に
升
り
佛
に
禮
し
、
忽
然
と
し
て
昏
醉
し
、
良
久
し
く

起
き
ず
。
耳
中
に
講
僧
の
唱
ふ
る
を
聞
く
に
、
云
ふ
、「
檀
越

何
ぞ
久
し
く
起
き
ざ
る
か
」
と
。
忽
然
と
し
て
夢
よ
り
覺
め
、

乃
ち
見
れ
ば
白
衫
を
著
て
、
服
飾
故
の
如
く
、
前
後
の
官
吏
、

一
人
も
亦
無
し
。）

「
沈
亞
之
」：

往
路
：
太
和
初
、
沈
亞
之
將
之
邠
、
出
長
安
城
、
客
索
泉
邸

舍
。
春
時
、
晝
夢
入
秦
。

（
太
和
の
初
め
、
沈
亞
之
將
に
邠
に
之
か
ん
と
し
、
長
安
城

を
出
で
、
索
泉
の
邸
舍
に
客
す
。
春
の
時
、
晝
に
夢
み
て
秦

に
入
る
。）

復
路
：
亞
之
與
別
、
語
未
卒
、
忽
驚
覺
、
臥
邸
舍
。

（
亞
之
與
に
別
れ
、
語
未
だ
卒
は
ら
ざ
る
に
、
忽
ち
驚
き
覺

む
れ
ば
、
邸
舍
に
臥
し
た
り
。）

　

「
櫻
桃
青
衣
」
で
の
往
路
の
場
面
は
、「
夢
至
精
舎
門
」
と
簡
潔

に
描
写
さ
れ
て
お
り
、
復
路
の
場
面
で
は
、
盧
子
が
仏
に
礼
拝
し
て

い
る
最
中
に
突
然
倒
れ
、
耳
に
僧
の
声
が
聞
こ
え
忽
ち
目
覺
め
る
。

　

一
方
「
沈
亞
之
」
の
往
路
の
場
面
も
「
晝
夢
入
秦
」
と
い
う
四
語

の
み
で
極
め
て
簡
素
に
記
さ
れ
る
。
ま
た
復
路
の
場
面
は
、
秦
国
か

ら
離
れ
る
際
、
別
れ
の
言
葉
を
言
い
終
わ
る
前
に
唐
突
に
覺
醒
が
訪

れ
る
。

　

「
櫻
桃
青
衣
」、「
沈
亞
之
」
の
往
路
の
場
面
は
と
も
に
、「
夢
」

と
い
う
一
語
を
以
て
描
写
さ
れ
て
お
り
、
要
す
る
に
単
純
に
眠
る
と

い
う
行
為
に
よ
っ
て
夢
中
の
世
界
に
至
っ
て
い
る
。
復
路
の
場
面
で

は
、
両
作
品
と
も
、
拝
礼
や
別
れ
の
挨
拶
の
最
中
と
い
う
中
途
半
端

な
状
況
の
中
、
唐
突
な
覺
醒
に
よ
っ
て
も
と
い
た
世
界
へ
と
戻
る
。

こ
の
復
路
の
場
面
で
は
、「
忽
然
」
や
「
忽
」
と
い
っ
た
言
葉
が
用
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い
ら
れ
る
點
に
も
注
意
し
た
い
。
こ
れ
ら
二
作
品
に
見
ら
れ
る
夢
中

の
世
界
は
と
も
に
、
眠
る
と
い
う
行
為
の
み
で
入
る
こ
と
が
で
き
、

か
つ
突
然
の
覺
醒
に
よ
っ
て
忽
ち
消
え
去
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

上
記
二
作
品
と
類
似
す
る
〝
夢
〟
の
描
写
方
法
は
、『
太
平
廣

記
』「
夢
部
」
の
他
の
物
語
に
も
見
ら
れ
る
。
一
例
と
し
て
同
じ
く

「
夢
遊
」
に
収
め
ら
れ
た
「
独
孤
遐
叔
」
を
挙
げ
よ
う
。
主
人
公
遐

叔
は
自
宅
へ
と
帰
る
道
す
が
ら
、
自
身
の
妻
が
宴
に
同
席
さ
せ
ら
れ

て
い
る
光
景
を
目
撃
す
る
。
以
下
は
そ
の
光
景
が
立
ち
消
え
る
場
面

で
あ
る
。

…
遐
叔
驚
憤
久
之
、
計
無
所
出
、
乃
就
階
陛
間
、
捫
一
大
磚
、

向
坐
飛
撃
。
磚
纔
至
地
、
悄
然
一
無
所
有
。

（
遐
叔
驚
き
憤
る
こ
と
之
を
久
し
く
す
る
も
、
計
の
出
づ
る
所
無
く
、

乃
ち
階
陛
の
間
に
就
き
、
一
大
磚
を
捫
み
坐
に
向
か
ひ
て
飛
撃
す
。
磚

纔
く
地
に
至
る
や
、
悄
然
と
し
て
一
も
有
る
所
無
し
。）

　

こ
の
後
遐
叔
は
自
分
が
目
に
し
た
の
は
妻
の
夢
が
具
現
化
し
た
光

景
で
あ
っ
た
こ
と
を
知
る
。
つ
ま
り
妻
の
夢
中
の
光
景
は
、
瓦
が
投

げ
込
ま
れ
る
と
い
う
動
作
に
よ
っ
て
一
瞬
で
立
ち
消
え
る
の
で
あ
る
。

物
語
の
展
開
こ
そ
異
な
る
が
、
何
ら
か
の
契
機
に
突
然
目
が
覺
め
る

こ
と
で
、
夢
中
の
光
景
が
忽
ち
消
え
て
し
ま
う
點
に
お
い
て
、「
独

孤
遐
叔
」
と
「
櫻
桃
青
衣
」、「
沈
亞
之
」
は
共
通
す
る
。

　

前
章
で
『
太
平
廣
記
』「
夢
部
」
の
夢
に
つ
い
て
、「
人
間
が
あ
ら

ゆ
る
境
界
を
超
え
る
た
め
の
媒
体
」
と
ま
と
め
た
が
、「
櫻
桃
青
衣
」、

「
沈
亞
之
」
や
「
独
孤
遐
叔
」
の
夢
も
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
、
別
の
人

生
を
謳
歌
さ
せ
た
り
、
過
去
の
時
代
へ
遡
っ
た
り
、
あ
る
い
は
同
一

平
面
上
の
別
の
土
地
へ
と
移
動
さ
せ
た
り
と
い
っ
た
功
能
が
あ
る
。

し
か
し
そ
の
夢
の
も
た
ら
す
光
景
は
同
時
に
、
覺
醒
に
よ
り
突
然
消

滅
す
る
脆
さ
も
兼
ね
備
え
て
い
る
。
特
に
「
櫻
桃
青
衣
」
の
夢
中
の

世
界
は
、「
沈
亞
之
」
の
よ
う
な
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
の
要
素
は
な
く
、

か
つ
苦
難
の
な
い
順
風
満
帆
な
生
活
と
い
う
現
実
感
の
乏
し
い
内
容

で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
人
間
の
願
望
が
見
せ
る
儚
い
幻
影
と
し
て
の

性
格
が
強
く
、
そ
れ
に
よ
っ
て
人
生
へ
の
諦
念
が
際
立
っ
て
い
る
。

　

そ
れ
で
は
、「
櫻
桃
青
衣
」、「
沈
亞
之
」
の
往
路
・
復
路
の
描
写

に
對
し
、「
枕
中
記
」
で
は
そ
れ
ら
は
ど
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る

だ
ろ
う
か
。
ま
ず
盧
生
が
枕
中
の
世
界
へ
と
赴
く
往
路
の
描
写
を
見

㉖
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て
い
く
。
テ
キ
ス
ト
は
『
太
平
廣
記
』
所
収
の
「
枕
中
記
（
呂

翁
）」
よ
り
引
用
す
る
。

往
路
：
言
訖
、
目
昏
思
寐
。
是
時
主
人
蒸
黃
粱
為
饌
。
翁
乃
探

囊
中
枕
以
授
之
曰
、
子
枕
此
、
當
令
子
榮
適
如
志
。
其
枕

瓷
而
竅
其
兩
端
。
生
俛
首
就
之
。
寐
中
、
見
其
竅
大
而
明

朗
可
處
、
舉
身
而
入
、
遂
至
其
家
。

（
言
ひ
訖
り
て
、
目
昏
み
て
寐
ね
ん
こ
と
を
思
ふ
。
是
の
時
主

人
黃
粱
を
蒸
し
て
饌
と
為
す
。
翁
乃
ち
囊
中
の
枕
を
探
り
以
て

之
に
授
け
て
曰
く
、
子
此
に
枕
せ
よ
、
當
に
子
を
し
て
榮
適
志

の
如
く
な
ら
し
む
べ
し
と
。
其
の
枕
瓷
に
し
て
其
の
兩
端
に
竅

つ
。
生
は
首
を
俛
し
て
之
に
就
く
。
寐
中
、
其
の
竅
大
に
し
て

明
朗
な
り
て
處
る
べ
き
を
見
て
、
身
を
舉
げ
て
入
り
、
遂
に
其

の
家
に
至
る
。）

　

道
士
か
ら
枕
を
渡
さ
れ
る
前
の
盧
生
の
「
目
昏
思
寐
」
と
い
う
様

子
や
、
枕
中
の
世
界
へ
と
入
る
場
面
で
の
「
寐
中
」、
目
を
覺
ま
し

た
際
の
「
豈
其
夢
寐
耶
」
の
台
詞
と
い
っ
た
点
か
ら
、
先
行
研
究
が

枕
中
の
世
界
は
盧
生
の
見
た
〝
夢
〟
で
あ
る
と
判
断
す
る
の
は
当
然

の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
こ
の
よ
う
な
「
眠
り
」
の
要
素
や

「
夢
」
の
語
の
登
場
は
、
前
章
で
指
摘
し
た
通
り
、『
太
平
廣
記
』

「
夢
部
」
の
物
語
の
大
半
に
見
ら
れ
る
。

　

し
か
し
実
際
今
日
定
着
し
て
い
る
物
語
認
識
を
取
り
外
し
て
、

「
枕
中
記
」
の
枕
中
の
世
界
と
盧
生
が
も
と
い
た
世
界
の
往
路
・
復

路
の
描
写
か
ら
、
作
中
の
二
つ
の
世
界
の
關
係
性
を
見
た
と
き
、
そ

れ
は
先
行
研
究
が
「
枕
中
記
」
を
表
す
語
と
し
て
用
い
た
〝
夢
〟
の

概
念
と
は
も
ち
ろ
ん
、
前
章
で
検
討
し
た
『
太
平
廣
記
』「
夢
部
」

の
〝
夢
〟
と
も
異
な
る
要
素
が
見
出
せ
る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
る
。

　

枕
中
の
世
界
へ
の
往
路
で
は
、
枕
に
盧
生
が
頭
を
つ
け
て
眠
る
と
、

枕
の
両
端
に
あ
る
穴
が
徐
々
に
大
き
く
な
り
、
盧
生
は
そ
こ
に
「
舉

身
」
つ
ま
り
意
識
的
に
踏
み
込
む
。
こ
れ
は
盧
生
の
入
っ
た
枕
中
の

世
界
に
は
「
枕
の
穴
」
と
い
う
明
確
な
入
り
口
・
通
路
が
存
在
す
る

こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
の
入
り
口
・
通
路
の
具
体
的
描
写
は
、「
櫻

桃
青
衣
」
や
「
沈
亞
之
」
で
の
往
路
の
場
面
に
は
出
現
し
な
い
要
素

で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
往
路
に
お
け
る
明
ら
か
な
入
り
口
・
通
路
は
、「
夢

㉘

㉙



─ 83 ─

唐
代
傳
奇
「
枕
中
記
」
の
〝
夢
〟
と
〝
異
界
〟
を
巡
る
物
語
認
識
の
変
容
（
伊
藤
）

部
」
の
夢
物
語
よ
り
も
む
し
ろ
、
仙
界
を
は
じ
め
と
し
た
所
謂
異
世

界
訪
問
譚
に
度
々
見
ら
れ
る
。
具
体
例
と
し
て
以
下
の
二
例
を
挙
げ

る
。
ど
ち
ら
も
と
あ
る
人
物
が
異
世
界
を
訪
れ
る
内
容
と
な
っ
て
お

り
、
引
用
部
分
は
そ
の
往
路
に
当
た
る
。

「
張
華
」（『
太
平
廣
記
』
で
は
巻
一
九
七
「
博
物
部
」
所
収
。
以
下

の
引
用
は
『
藝
文
類
聚
』
が
『
幽
明
錄
』
か
ら
引
い
た
テ
キ
ス
ト
に
拠

る
）：

洛
下
有
洞
穴
、
不
測
。
有
一
婦
欲
殺
夫
、
推
夫
下
。
經
多
時
至

底
、
乃
得
一
穴
。
匍
匐
行
數
十
里
、
漸
見
明
曠
、
郛
郭
宮
館
、

金
寶
為
飾
、
明
踰
三
光
。

（
洛
下
に
洞
穴
有
り
、
測
る
べ
か
ら
ず
。
一
婦
有
り
て
夫
を
殺
さ
ん
と

欲
し
、
夫
を
推
し
て
下
す
。
多
時
を
經
て
底
に
至
り
、
乃
ち
一
穴
を
得

た
り
。
匍
匐
し
て
行
く
こ
と
數
十
里
、
漸
く
明
曠
な
る
を
見
れ
ば
、
郛

郭
宮
館
、
金
寶
を
飾
と
為
し
、
明
は
三
光
を
踰
ゆ
。）

「
陰
隱
客
」（『
太
平
廣
記
』
巻
二
十
「
神
仙
部
」
所
収
）：

唐
神
龍
元
年
、
房
州
竹
山
縣
百
姓
陰
隱
客
、
家
富
。
莊
後
穿
井

二
年
、
已
濬
一
千
餘
尺
而
無
水
。
隱
客
穿
鑿
之
志
不
輟
、
二
年

外
一
月
餘
、
工
人
忽
聞
地
中
鶏
犬
鳥
雀
聲
。
更
鑿
數
尺
、
傍
通

一
石
穴
。
工
人
乃
入
穴
探
之
。
初
數
十
步
無
所
見
、
但
捫
壁
傍

行
、
俄
轉
有
如
日
月
之
光
、
遂
下
、
其
穴
下
連
一
山
峰
。
工
人

乃
下
山
、
正
立
而
視
、
則
別
一
天
地
日
月
世
界
。

（
唐
の
神
龍
元
年
、
房
州
の
竹
山
縣
の
百
姓
陰
隱
客
は
、
家
富
む
。
莊

の
後
に
井
を
穿
つ
こ
と
二
年
、
已
に
濬
ふ
こ
と
一
千
餘
尺
な
れ
ど
も
、

水
無
し
。
隱
客
穿
鑿
の
志
を
輟
め
ず
、
二
年
の
外
に
一
月
餘
し
て
、
工

人
忽
ち
地
中
に
鶏
犬
鳥
雀
の
聲
を
聞
く
。
更
に
鑿
つ
こ
と
數
尺
、
傍
ら

に
一
石
穴
を
通
ず
。
工
人
乃
ち
穴
に
入
り
之
を
探
る
。
初
め
數
十
步
見

る
所
無
し
、
但
だ
壁
を
捫
み
て
傍
ら
を
行
く
の
み
、
俄
に
轉
じ
て
日
月

の
光
の
如
き
有
り
、
遂
に
下
れ
ば
、
其
の
穴
下
の
か
た
一
山
峰
に
連
な

る
。
工
人
乃
ち
山
よ
り
下
り
、
正
立
し
て
視
れ
ば
、
則
ち
別
の
一
天
地

日
月
世
界
な
り
。）

　

六
朝
の
志
怪
集
『
幽
明
錄
』
所
収
の
「
張
華
」
で
は
、
男
が
穴
に

入
り
進
ん
で
い
く
と
、
明
る
く
開
け
た
所
に
出
て
異
世
界
へ
と
至
る
。

ま
た
唐
代
傳
奇
の
「
陰
隱
客
」
で
は
、
工
人
は
穴
に
入
っ
て
天
地
日

㉚

㉛
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月
を
異
に
す
る
異
世
界
へ
と
赴
く
。
両
者
と
も
に
、
別
世
界
へ
と
至

る
に
あ
た
り
、
入
り
口
と
な
る
穴
と
通
路
が
登
場
す
る
點
は
「
枕
中

記
」
の
往
路
の
場
面
と
一
致
す
る
。
こ
れ
ら
に
現
れ
る
明
確
な
入
り

口
・
通
路
は
、
人
界
と
異
世
界
を
区
別
す
る
存
在
と
も
い
え
る
。

　

往
路
の
點
か
ら
見
れ
ば
、「
櫻
桃
青
衣
」、「
沈
亞
之
」
で
は
、
夢

の
媒
介
に
よ
っ
て
現
実
と
睡
眠
時
の
光
景
・
世
界
が
連
続
的
に
な
る

一
方
、「
枕
中
記
」
で
は
、
盧
生
の
も
と
い
た
世
界
と
枕
中
の
世
界

は
、
明
確
な
入
り
口
・
通
路
を
以
て
区
別
さ
れ
、
正
し
く
異
世
界
へ

「
訪
問
」
す
る
形
式
を
と
っ
て
い
る
。

　

次
に
、
盧
生
が
も
と
い
た
世
界
へ
と
戻
る
復
路
の
描
写
は
以
下
の

通
り
で
あ
る
。

復
路
：
其
夕
卒
。
盧
生
欠
伸
而
寤
、
見
方
偃
於
邸
中
。
顧
呂
翁

在
傍
、
主
人
蒸
黃
粱
尚
未
熟
、
觸
類
如
故
。
蹶
然
而
興
曰
、

豈
其
夢
寐
邪
。

（
其
夕
卒
す
。
盧
生
欠
伸
し
て
寤
め
、
方
に
邸
中
に
偃
す
る
を

見
る
。
顧
み
れ
ば
呂
翁
傍
ら
に
在
り
、
主
人
黃
粱
を
蒸
し
て
尚

ほ
未
だ
熟
せ
ず
、
觸
類
故
の
如
し
。
蹶
然
と
し
て
興
き
て
曰
く
、

豈
に
其
れ
夢
寐
な
る
か
と
。）

　

「
櫻
桃
青
衣
」
や
「
沈
亞
之
」
の
よ
う
に
、
忽
ち

0

0

目
を
覺
ま
し
た

こ
と
で
も
と
の
世
界
へ
と
戻
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
盧
生
は
枕
中
の

世
界
で
一
生
涯
を
過
ご
し
、
八
〇
歳
で
大
往
生
し
た
後
に
、
も
と
い

た
世
界
へ
と
戻
る
。
こ
の
復
路
で
は
、「
死
」
と
い
う
明
確
な
区
切

り
が
も
と
い
た
世
界
へ
と
回
帰
す
る
条
件
と
な
る
。
盧
生
は
枕
中
の

世
界
で
生
涯
を
終
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
こ
で
生
活
す
る
資
格
を

失
い
、
も
と
も
と
彼
が
生
き
て
い
た
世
界
へ
と
帰
還
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
復
路
の
描
写
も
ま
た
、「
櫻
桃
青
衣
」、「
沈
亞
之
」
に
て
、
盧

子
や
沈
亞
之
が
、
唐
突
な
覺
醒
に
よ
っ
て
も
と
の
世
界
へ
引
き
戻
さ

れ
た
點
と
相
違
す
る
。

　

「
枕
中
記
」
に
お
い
て
、
枕
中
の
世
界
は
明
確
な
入
り
口
を
持
ち
、

そ
の
世
界
の
中
で
生
命
が
尽
き
れ
ば
も
と
い
た
世
界
へ
と
帰
還
す
る
、

つ
ま
り
盧
生
は
二
つ
の
生
涯
を
生
き
た
こ
と
と
な
り
、「
枕
中
記
」

の
物
語
に
は
異
な
る
二
つ
の
世
界
及
び
時
間
の
流
れ
が
同
時
進
行
し

て
い
た
と
い
え
る
。

　

注
目
す
べ
き
は
、
こ
の
枕
中
の
世
界
は
道
士
呂
翁
か
ら
渡
さ
れ
た
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枕
の
中
に
存
在
し
て
い
た
點
で
あ
る
。
こ
の
點
か
ら
、
枕
中
の
世
界

は
盧
生
が
無
意
識
の
中
で
見
た
幻
で
は
な
く
、「
枕
」
と
い
う
可
視

的
か
つ
実
体
を
も
っ
た
空
間
の
内
部
に
存
在
す
る
も
の
と
し
て
描
写

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
そ
こ
に
は
「
櫻
桃
青
衣
」、

「
沈
亞
之
」
の
夢
を
通
し
て
訪
れ
た
世
界
の
、
空0

間0

と
し
て
の

0

0

0

0

「
実

体
の
無
さ
」
は
見
ら
れ
な
い
。

　

こ
の
何
か
し
ら
の
物
体
の
中
に
こ
の
世
と
は
異
な
る
空
間
が
存
在

す
る
物
語
は
、
実
は
「
枕
中
記
」
以
前
に
も
存
在
す
る
。『
後
漢

書
』
巻
八
十
二
下
「
方
術
列
傳
下
」
費
長
房
傳
に
、
壺
の
中
に
別
世

界
が
存
在
し
て
い
た
と
い
う
故
事
が
あ
り
、
以
下
は
そ
の
往
路
に
当

た
る
部
分
で
あ
る
。

費
長
房
者
、
汝
南
人
也
。
曾
為
市
掾
。
市
中
有
老
翁
賣
藥
、
懸

一
壺
於
肆
頭
。
及
市
罷
、
輒
跳
入
壺
中
。
市
人
莫
之
見
、
唯
長

房
於
樓
上
覩
之
、
異
焉
。
因
往
再
拜
奉
酒
脯
。
翁
知
長
房
之
意

其
神
也
、
謂
之
曰
、
子
明
日
可
更
來
。
長
房
旦
日
復
詣
翁
、
翁

乃
與
俱
入
壺
中
。
唯
見
玉
堂
嚴
麗
、
旨
酒
甘
肴
盈
衍
其
中
、
共

飲
畢
而
出
。

（
費
長
房
は
、
汝
南
の
人
な
り
。
曾
て
市
掾
と
な
る
。
市
中
に
老
翁
有

り
て
藥
を
賣
り
、
一
壺
を
肆
頭
に
懸
く
。
市
の
罷
は
る
に
及
べ
ば
、
輒

ち
壺
中
に
跳
び
入
る
。
市
人
こ
れ
を
見
る
こ
と
莫
く
、
た
だ
長
房
の
み

樓
上
に
之
を
覩
て
、
焉
を
異
し
む
。
因
り
て
往
き
て
再
拜
し
酒
脯
を
奉

ず
。
翁
長
房
の
其
の
神
な
る
を
意
（
お
も
）
ふ
を
知
り
、
之
に
謂
ひ
て

曰
く
、
子
明
日
更
め
て
来
る
べ
し
と
。
長
房
旦
日
復
た
翁
に
詣
（
い

た
）
れ
ば
、
翁
乃
ち
與
俱
（
と
も
）
に
壺
中
に
入
る
。
唯
だ
玉
堂
嚴
麗

に
し
て
、
旨
酒
甘
肴
其
の
中
に
盈
ち
衍
る
る
を
見
、
共
に
飲
み
畢
は
り

て
出
づ
。）

　

ま
た
六
朝
志
怪
に
は
、「
枕
中
記
」
と
同
様
に
枕
の
中
の
世
界
で

別
の
人
生
を
送
る
と
い
う
物
語
が
あ
る
。
こ
の
物
語
は
、
出
典
を

『
幽
明
錄
』
と
し
、『
北
堂
書
鈔
』「
服
飾
部
」
枕
に
収
め
ら
れ
る
。

以
下
は
そ
の
全
文
で
あ
る
。

幽
明
錄
云
、
焦
湖
廟
祝
有
柏
枕
、
三
十
餘
年
。
枕
後
一
小
坼
孔
。

縣
民
湯
林
行
賈
、
經
廟
祈
福
。
祝
曰
、
君
婚
姻
未
、
可
就
枕
坼

邊
、
令
林
入
坼
内
、
見
朱
門
、
瓊
宮
、
瑤
臺
勝
於
世
。
見
趙
太

㉞

㉟
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尉
、
為
林
婚
、
育
子
六
人
。
四
男
二
女
。
選
林
秘
書
郎
、
俄
遷

黃
門
郎
。
林
在
枕
中
、
永
無
思
歸
之
懷
、
遂
遭
違
忤
之
事
。
祝

令
林
出
外
間
、
遂
見
向
枕
、
謂
、
枕
内
歴
年
載
、
而
實
俄
忽
之

間
矣
。

（
幽
明
錄
に
云
ふ
、
焦
湖
廟
の
祝
に
柏
枕
有
り
、
三
十
餘
年
。
枕
の
後

ろ
に
一
小
坼
孔
あ
り
。
縣
民
湯
林
行
賈
し
、
廟
を
經
て
福
を
祈
る
。
祝

曰
く
、
君
婚
姻
未
だ
な
ら
ざ
れ
ば
、
枕
の
坼
邊
に
就
く
べ
し
と
、
林
を

し
て
坼
内
に
入
ら
し
め
て
、
朱
門
、
瓊
宮
、
瑤
臺
世
に
勝
る
を
見
る
。

趙
太
尉
に
見
え
、
林
の
為
め
に
婚
す
れ
ば
、
子
六
人
を
育
む
。
四
男
二

女
な
り
。
林
を
秘
書
郎
に
選
じ
、
俄
か
に
黄
門
郎
に
遷
ず
。
林
枕
中
に

在
り
て
、
永
く
思
歸
の
懷
無
き
も
、
遂
に
違
忤
の
事
に
遭
ふ
。
祝
は
林

を
し
て
外
間
に
出
で
し
め
、
遂
に
さ
き
の
枕
を
見
（
し
め
）
し
て
、
謂

ふ
、
枕
内
年
載
を
歴
る
も
、
し
か
る
に
實
に
俄
忽
の
間
な
り
と
。）

　

こ
こ
で
は
枕
に
あ
る
小
さ
な
裂
け
目
と
い
う
枕
中
の
世
界
へ
と
入

る
明
確
な
入
り
口
・
通
路
が
あ
り
、
も
と
の
世
界
へ
戻
る
際
も
、
巫

に
連
れ
出
さ
れ
て
お
り
、
夢
や
眠
り
に
結
び
付
く
要
素
は
な
い
。
作

中
の
枕
は
睡
眠
の
道
具
と
い
う
よ
り
、
そ
の
内
側
に
人
界
と
異
な
る

空
間
を
有
す
働
き
の
み
を
示
す
の
で
あ
る
。

　

こ
の
物
語
に
は
ま
た
、
商
人
の
名
を
楊
林
と
す
る
系
統
の
テ
キ
ス

ト
も
あ
り
、「
楊
林
」
の
題
で
『
太
平
廣
記
』
巫
部
に
収
め
ら
れ
る
。

こ
ち
ら
も
出
典
は
『
幽
明
錄
』
と
さ
れ
る
。

「
楊
林
」

宋
世
、
焦
湖
廟
有
一
栢
枕
、
或
云
玉
枕
。
枕
有
小
坼
。
時
單
父

縣
人
楊
林
為
賈
客
、
至
廟
祈
求
。
廟
巫
謂
曰
、
君
欲
好
婚
否
。

林
曰
、
幸
甚
。
巫
即
遣
林
近
枕
邊
。
因
入
坼
中
、
遂
見
朱
樓
瓊

室
。
有
趙
太
尉
在
其
中
、
即
嫁
女
與
林
。
生
六
子
、
皆
為
祕
書

郎
。
歷
數
十
年
、
並
無
思
歸
之
志
。
忽
如
夢
覺
、
猶
在
枕
傍
。

林
愴
然
久
之
。

（
宋
世
、
焦
湖
廟
に
一
栢
枕
有
り
、
或
ひ
は
玉
枕
と
云
ふ
。
枕
に
小
坼

有
り
。
時
に
單
父
縣
の
人
楊
林
賈
客
為
り
、
廟
に
至
り
祈
求
す
。
廟
の

巫
謂
ひ
て
曰
く
、
君
好
婚
を
欲
す
る
や
否
や
と
。
林
曰
く
、
幸
（
ね

が
）
ふ
こ
と
甚
し
と
。
巫
は
即
ち
林
を
し
て
枕
の
邊
に
近
づ
か
し
む
。

因
り
て
坼
中
に
入
り
、
遂
に
朱
樓
瓊
室
を
見
る
。
趙
太
尉
の
其
の
中
に

在
る
有
り
、
即
ち
女
を
嫁
し
て
林
に
與
ふ
。
六
子
を
生
み
、
皆
祕
書
郎 ㊲

㊳
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と
為
る
。
數
十
年
を
歴
て
、
並
び
に
帰
る
こ
と
を
思
ふ
の
志
無
し
。
忽

ち
夢
よ
り
覺
む
る
が
如
く
し
て
、
猶
ほ
枕
の
傍
に
在
り
。
林
愴
然
た
る

こ
と
之
を
久
し
く
す
。）

　

枕
の
穴
が
、
別
の
人
生
を
送
る
空
間
の
入
り
口
と
な
っ
て
い
る
點

は
、『
北
堂
書
鈔
』
に
収
め
ら
れ
た
も
の
と
共
通
す
る
が
、
こ
ち
ら

は
「
忽
ち
夢
か
ら
覺
む
る
が
如
く
」
と
、「
枕
中
記
」
の
よ
う
な
死

と
い
う
区
切
り
で
は
な
く
、
突
然
前
触
れ
も
な
く
も
と
の
場
所
へ
回

帰
す
る
。

　

『
北
堂
書
鈔
』
の
テ
キ
ス
ト
に
比
べ
、『
太
平
廣
記
』
に
引
か
れ

た
「
楊
林
」
に
は
、
復
路
の
描
写
が
、「
櫻
桃
青
衣
」、「
沈
亞
之
」

と
類
似
す
る
點
は
あ
る
。
し
か
し
、
枕
中
の
世
界
へ
と
入
る
場
面
で

明
確
な
入
り
口
が
存
在
し
、
ま
た
復
路
の
場
面
も
あ
く
ま
で
も
「
夢

か
ら
覺
む
る
が
〝
如
く
〟」
す
な
わ
ち
夢
で
は
な
い
と
明
記
さ
れ
る
。

　

前
述
の
仙
界
訪
問
譚
や
『
後
漢
書
』
の
故
事
に
加
え
、
こ
れ
ら
の

『
北
堂
書
鈔
』、『
太
平
廣
記
』
が
そ
れ
ぞ
れ
引
い
た
焦
湖
廟
の
枕
の

故
事
を
見
た
と
き
、「
枕
中
記
」
の
枕
中
の
世
界
は
、
む
し
ろ
夢
や

眠
り
と
關
わ
り
な
い
型
の
異
世
界
訪
問
譚
に
端
を
発
し
て
い
る
と
思

わ
れ
る
。
特
に
『
北
堂
書
鈔
』
の
テ
キ
ス
ト
で
は
、
も
と
の
世
界
と

枕
の
内
部
世
界
と
を
往
来
す
る
に
当
た
り
、
就
寝
や
目
覺
め
と
い
う

睡
眠
に
關
わ
る
要
素
は
一
切
記
さ
れ
な
い
。
つ
ま
り
こ
こ
で
の

「
枕
」
は
、
異
空
間
を
内
包
す
る
物
体
で
あ
り
、
単
な
る
睡
眠
の
道

具
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
先
行
例
と
と
も
に
、
枕
中
の

世
界
の
空
間
的
特
徴
に
つ
い
て
考
え
た
と
き
、「
枕
中
記
」
と
い
う

題
の
「
枕
中
」
は
、
眠
り
の
中
を
示
す
と
い
う
よ
り
も
、
文
字
通
り

「
枕
の
中
」
と
い
う
空
間
を
提
示
す
る
と
見
な
し
得
る
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。

　

さ
ら
に
次
章
で
詳
述
す
る
が
、「
枕
中
記
」
の
枕
中
へ
と
盧
生
を

導
く
道
士
呂
翁
の
存
在
も
重
要
で
あ
る
。「
櫻
桃
青
衣
」
も
「
沈
亞

之
」
も
夢
中
の
世
界
に
入
る
に
当
た
り
、
呂
翁
の
よ
う
な
案
内
人
は

存
在
し
な
い
。
し
か
し
前
述
の
『
後
漢
書
』
の
故
事
や
、
焦
湖
廟
の

枕
の
物
語
で
は
そ
れ
ぞ
れ
、
薬
売
り
の
翁
や
巫
と
い
う
、
一
般
人
を

異
空
間
へ
と
誘
う
存
在
が
明
記
さ
れ
る
。
こ
の
「
案
内
人
」
の
存
在

の
有
無
と
い
う
點
で
も
、「
枕
中
記
」
は
「
夢
部
」
の
「
櫻
桃
青
衣
」、

「
沈
亞
之
」
と
は
異
な
る
。
空
間
構
造
、
そ
し
て
案
内
人
の
存
在
と

い
う
二
點
か
ら
見
れ
ば
、「
枕
中
記
」
の
枕
中
の
世
界
は
、
夢
を
題
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材
と
し
な
い
異
世
界
訪
問
譚
に
近
似
す
る
。

　

た
だ
し
「
枕
中
記
」
の
枕
中
の
世
界
は
、
そ
の
内
部
描
写
を
見
る

と
、
独
自
の
特
徴
も
備
え
て
い
る
。
次
節
で
は
そ
れ
に
つ
い
て
論
じ

る
。

（
二
）
枕
中
の
世
界
の
内
部
描
写

　

『
枕
中
記
』
に
登
場
す
る
枕
中
の
世
界
の
内
部
描
写
に
は
、
通
常

の
異
世
界
訪
問
譚
に
は
見
ら
れ
な
い
特
徴
が
あ
る
。
例
え
ば
盧
生
が

枕
の
穴
に
入
っ
た
直
後
の
場
面
が
挙
げ
ら
れ
る
。

娶
清
河
崔
氏
女
、
女
容
甚
麗
而
産
甚
殷
。
由
是
衣
裘
服
御
、
日

已
華
侈
。
明
年
、
舉
進
士
、
登
甲
科
、
解
裼
授
校
書
郎
、
應
制

舉
、
授
渭
南
縣
尉
、
遷
監
察
御
史
、
起
居
舍
人
、
為
制
誥
。

（
清
河
崔
氏
の
女
を
娶
り
、
女
容
甚
だ
麗
に
し
て
産
甚
だ
殷
ん
な
り
。

是
に
由
り
て
衣
裘
服
御
、
日
に
已
だ
華
侈
な
り
。
明
年
、
進
士
に
舉
げ

ら
れ
、
甲
科
に
登
り
、
裼
を
解
き
校
書
郎
を
授
け
ら
れ
、
制
舉
に
應
じ

て
、
渭
南
縣
尉
を
授
け
ら
れ
、
監
察
御
史
、
起
居
舍
人
に
遷
り
、
制
誥

と
為
る
。）

　

ま
ず
枕
中
の
世
界
に
入
っ
た
後
盧
生
は
清
河
の
崔
氏
の
娘
を
娶
る

が
、
前
述
の
乾
一
夫
の
「
枕
中
記
の
構
想
」
に
よ
る
と
、
清
河
の
崔

氏
は
実
際
に
「
魏
・
晋
以
来
の
豪
族
で
、
唐
代
有
数
の
名
門
」
で
あ

り
、
そ
の
娘
を
娶
る
こ
と
は
「
当
時
最
高
の
結
婚
で
あ
っ
た
」
と
い

う
。
ま
た
盧
生
は
そ
の
後
「
校
書
郎
」
→
「
監
察
御
史
」
→
「
起
居

舎
人
・
知
制
誥
」
と
唐
代
当
時
の
文
官
に
と
っ
て
極
め
て
順
調
な
昇

進
の
過
程
を
辿
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
枕
中
の
世
界
が
唐
代
当

時
の
社
会
状
況
を
反
映
し
た
現
實
的
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
指
摘
は
、

先
行
研
究
に
お
い
て
も
見
ら
れ
る
。
時
間
の
流
れ
の
速
さ
こ
そ
異
な

る
が
、「
枕
中
記
」
に
登
場
す
る
枕
中
の
世
界
は
、
盧
生
が
生
き
て

い
た
唐
代
の
社
会
状
況
を
忠
實
に
再
現
し
た
並
行
世
界
と
い
え
る
。

　

し
か
し
さ
ら
に
注
目
す
べ
き
は
そ
の
記
述
で
あ
る
。
盧
生
が
異
世

界
に
入
っ
た
す
ぐ
後
に
は
、「
娶
清
河
崔
氏
女
」
や
「
舉
進
士
、
登

甲
科
」
と
盧
生
の
人
生
の
様
相
が
重
點
的
に
描
か
れ
る
。
こ
の
記
述

態
度
は
盧
生
が
異
世
界
で
死
を
迎
え
る
ま
で
一
貫
し
て
い
る
。
と
こ

ろ
が
盧
生
が
訪
れ
た
土
地
の
名
前
や
、
そ
の
当
時
の
盧
生
の
状
況
に

つ
い
て
は
詳
述
さ
れ
る
一
方
で
、
そ
こ
に
い
か
な
る
事
物
や
風
景
が

あ
る
か
は
ほ
と
ん
ど
記
さ
れ
な
い
。
枕
中
の
世
界
の
内
部
描
写
は
、

㊴

㊵
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そ
こ
で
生
き
る
盧
生
の
人
物
傳
が
主
要
素
と
な
っ
て
お
り
、
謂
わ
ば

史
傳
的
な
記
述
態
度
が
色
濃
く
現
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
記
述
態
度
は
、「
櫻
桃
青
衣
」
の
夢
中
の
世
界
、
及
び
前
述

の
仙
界
訪
問
譚
の
内
部
描
写
と
比
較
し
た
時
、
よ
り
浮
き
彫
り
に
な

る
。
以
下
は
「
櫻
桃
青
衣
」
に
お
い
て
主
人
公
盧
子
が
夢
中
の
世
界

へ
と
入
っ
た
後
出
会
っ
た
召
使
に
連
れ
ら
れ
、
彼
の
親
戚
だ
と
い
う

婦
人
の
家
に
向
か
う
描
写
で
あ
る
。

盧
子
便
隨
之
。
過
天
津
橋
、
入
水
南
一
坊
、
有
一
宅
、
門
甚
高

大
。
盧
子
立
於
門
下
、
青
衣
先
入
。
少
頃
、
有
四
人
出
門
、
與

盧
子
相
見
。
皆
姑
之
子
也
。
一
任
戸
部
郎
中
、
一
前
任
鄭
州
司

馬
。
一
任
河
南
王
曹
、
一
任
太
常
博
士
。
二
人
衣
緋
、
二
人
衣

綠
、
形
貌
甚
美
。
相
見
言
叙
、
頗
極
歡
暢
。
斯
須
、
引
入
北
堂

拜
姑
。
姑
衣
紫
衣
、
年
可
六
十
許
、
言
詞
高
朗
、
威
嚴
甚
肅
。

（
盧
子
便
ち
之
に
隨
ふ
。
天
津
橋
を
過
ぎ
、
水
南
の
一
坊
に
入
る
に
、

一
宅
有
り
、
門
甚
だ
高
大
な
り
。
盧
子
門
下
に
立
ち
、
青
衣
先
に
入
る
。

少
頃
に
し
て
、
四
人
の
門
を
出
づ
る
有
り
て
、
盧
子
と
相
見
ゆ
。
皆
姑

の
子
な
り
。
一
は
戸
部
郎
中
に
任
ぜ
ら
れ
、
一
は
前
に
鄭
州
司
馬
に
任

ぜ
ら
る
。
一
は
河
南
王
曹
に
任
ぜ
ら
れ
、
一
は
太
常
博
士
に
任
ぜ
ら
る
。

二
人
は
緋
を
衣
（
き
）、
二
人
は
綠
を
衣
て
、
形
貌
甚
だ
美
し
。
相
見

て
言
叙
し
、
頗
る
歡
暢
を
極
む
。
斯
須
に
し
て
、
引
か
れ
て
北
堂
に
入

り
て
、
姑
に
拜
す
。
姑
紫
衣
を
衣
て
、
年
六
十
ば
か
り
、
言
詞
高
朗
に

し
て
、
威
嚴
甚
だ
肅
た
り
。）

　

「
櫻
桃
青
衣
」
の
夢
中
の
世
界
は
、「
枕
中
記
」
と
同
様
に
唐
代

社
会
が
反
映
さ
れ
て
お
り
、
神
秘
的
な
事
物
は
登
場
し
な
い
も
の
の
、

盧
子
が
親
戚
の
婦
人
の
屋
敷
に
至
る
ま
で
の
描
写
は
、「
過
天
津
橋
、

入
水
南
一
坊
」
と
そ
の
経
路
が
記
さ
れ
、
ま
た
屋
敷
に
つ
い
て
も
、

門
が
高
い
と
い
っ
た
様
子
や
、
そ
の
家
に
ど
の
よ
う
な
人
々
が
い
る

の
か
が
詳
述
さ
れ
て
お
り
、
盧
子
の
視
點
の
移
動
に
従
っ
て
情
景
が

具
体
的
に
な
っ
て
い
く
。
つ
ま
り
作
中
の
夢
中
の
世
界
は
叙
景
的
な

筆
致
で
描
か
れ
て
お
り
、
史
傳
的
筆
致
で
記
さ
れ
た
枕
中
の
世
界
と

は
そ
の
記
述
態
度
が
對
照
的
で
あ
る
と
い
え
る
。

　

更
に
こ
の
よ
う
な
叙
景
的
な
筆
致
は
、
仙
界
訪
問
譚
の
異
世
界
の

内
部
描
写
に
て
よ
り
顕
著
に
見
ら
れ
る
。
前
節
で
取
り
上
げ
た
「
陰

隱
客
」
が
そ
の
一
例
で
あ
る
。
以
下
は
「
陰
隱
客
」
で
工
人
が
、
穴
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を
通
っ
て
異
世
界
へ
と
辿
り
着
い
た
後
の
場
面
で
あ
る
。

其
山
傍
向
萬
仭
、
千
岩
萬
壑
、
莫
非
靈
景
。
石
盡
碧
琉
璃
色
、

每
岩
壑
中
、
皆
有
金
銀
宮
闕
。
有
大
樹
、
身
如
竹
有
節
、
葉
如

芭
蕉
、
又
有
紫
花
如
盤
。
五
色
蛺
蝶
、
趐
大
如
扇
、
翔
舞
花
間
。

五
色
鳥
大
如
鶴
、
翱
翔
樹
杪
。
每
岩
中
有
清
泉
一
眼
、
色
如
鏡
、

白
泉
一
眼
、
白
如
乳
。
工
人
漸
下
至
宮
闕
所
。
欲
入
詢
問
、
行

至
闕
前
、
見
牌
上
署
曰
、
天
桂
山
宮
、
以
銀
字
書
之
。

（
其
の
山
傍
萬
仭
に
向
（
な
ん
な
）
ん
と
し
、
千
岩
萬
壑
、
靈
景
に
非

ざ
る
莫
し
。
石
盡
く
碧
琉
璃
色
、
岩
壑
中
毎
に
、
皆
金
銀
の
宮
闕
有
り
。

大
樹
有
り
、
身
は
竹
の
如
く
節
有
り
て
、
葉
は
芭
蕉
の
如
く
、
又
紫
花

有
り
て
盤
の
如
し
。
五
色
の
蛺
蝶
は
、
趐
大
な
る
こ
と
扇
の
如
く
、
花

間
に
翔
舞
す
。
五
色
の
鳥
は
大
な
る
こ
と
鶴
の
如
く
し
て
、
樹
杪
を
翱

翔
す
。
岩
中
每
に
清
泉
一
眼
有
り
、
色
鏡
の
如
く
、
白
泉
一
眼
、
白
き

こ
と
乳
の
如
し
。
工
人
漸
く
下
り
て
宮
闕
の
所
に
至
る
。
入
り
て
詢
問

せ
ん
と
欲
し
、
行
き
て
闕
前
に
至
り
、
見
れ
ば
牌
上
に
署
し
て
曰
く
、

天
桂
山
宮
と
、
銀
字
を
以
て
之
を
書
く
。）

　

こ
こ
に
は
異
世
界
内
部
の
風
景
や
動
植
物
が
鮮
や
か
に
描
出
さ
れ

る
。
風
景
が
人
界
に
は
存
在
し
な
い
事
物
で
構
成
さ
れ
る
點
は
「
櫻

桃
青
衣
」
と
は
異
な
る
が
、
主
人
公
の
視
點
か
ら
見
た
そ
の
土
地
の

風
景
を
具
体
的
に
描
く
態
度
は
共
通
す
る
。
こ
の
よ
う
な
叙
景
的
筆

致
は
、「
櫻
桃
青
衣
」、「
陰
隱
客
」
に
限
ら
ず
、
前
述
の
「
張
華
」

や
、
記
述
そ
の
も
の
は
簡
潔
で
あ
る
が
、『
後
漢
書
』
の
費
長
房
の

故
事
、
焦
湖
廟
の
枕
の
物
語
な
ど
、
所
謂
異
世
界
訪
問
譚
の
多
く
に

見
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
「
枕
中
記
」
に
お
け
る
枕
中
の
空
間
内
部
は
、

叙
景
的
に
描
く
こ
と
は
な
さ
れ
ず
、
史
傳
の
如
き
筆
致
で
叙
述
さ
れ
、

そ
の
記
述
方
法
に
よ
っ
て
あ
た
か
も
史
実
で
あ
る
か
の
よ
う
な
効
果

が
生
ま
れ
て
い
る
。
枕
中
の
世
界
は
、
盧
生
が
そ
こ
で
い
か
な
る
人

生
を
歩
ん
だ
か
と
い
う
一
代
記
で
構
成
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

枕
と
い
う
実
体
の
あ
る
空
間
内
に
存
在
す
る
世
界
と
、
盧
生
の
別

の
生
涯
の
様
相
と
い
う
史
傳
的
描
写
、「
枕
中
記
」
の
枕
中
の
世
界

は
言
わ
ば
も
う
一
つ
の
「
現
実
世
界
」
と
い
う
並
行
世
界
と
し
て
の

特
徴
を
も
つ
と
い
え
る
。

　

ま
た
以
上
で
分
析
し
た
枕
中
の
世
界
の
空
間
構
造
・
内
部
描
写
の

特
異
性
に
加
え
て
、『
太
平
廣
記
』
の
「
異
人
部
」
と
い
う
分
類
や
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「
呂
翁
」
と
い
う
題
の
問
題
を
考
え
た
と
き
、
現
在
認
識
さ
れ
て
い

る
「
枕
中
記
」
の
物
語
像
と
は
異
な
る
「
枕
中
記
」
像
が
よ
り
明
確

に
浮
か
び
上
が
る
。
次
章
で
は
、「
枕
中
記
」
が
『
太
平
廣
記
』「
異

人
部
」
と
い
う
枠
組
み
に
収
め
ら
れ
た
事
実
か
ら
、『
太
平
廣
記
』

の
認
識
し
た
で
あ
ろ
う
「
枕
中
記
」
像
を
検
討
し
た
い
。

三　
『
太
平
廣
記
』
の
「
枕
中
記
」
に
對
す
る

認
識
と
そ
の
変
容

　

「
枕
中
記
」
は
夢
物
語
の
一
つ
で
あ
る
と
い
う
従
来
の
暗
黙
の
了

解
を
取
り
除
い
た
上
で
、
枕
中
の
世
界
を
考
察
し
た
と
き
、
そ
れ
は

先
行
研
究
で
度
々
前
提
と
さ
れ
る
儚
い
幻
と
し
て
の
夢
や
、
あ
る
い

は
『
太
平
廣
記
』「
夢
部
」
に
見
ら
れ
る
現
世
の
人
間
と
不
可
思
議

な
事
物
と
を
結
び
つ
け
る
媒
介
と
し
て
の
夢
と
い
う
よ
り
も
、
人
界

と
は
別
個
に
存
在
す
る
異
空
間
と
み
な
す
こ
と
も
可
能
と
な
る
。
そ

れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
現
在
「
枕
中
記
」
を
読
ん
だ
読
者
は
、
そ
れ

を
即
座
に
夢
物
語
と
判
断
す
る
。
そ
の
原
因
は
や
は
り
、
前
章
で
も

述
べ
た
通
り
、
作
中
に
盧
生
の
眠
り
の
要
素
が
見
ら
れ
る
上
に
、
盧0

生
の
意
識
が
捉
え
た

0

0

0

0

0

0

0

0

枕
中
の
世
界
は
「
夢
寐
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
明

記
さ
れ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
実
際
作
者
の
沈
既
済
自
身
も
（
そ
れ
が

今
日
的
な
概
念
で
あ
れ
、
遊
魂
と
し
て
の
概
念
で
あ
れ
）〝
夢
〟
を
扱
う

と
い
う
意
識
の
下
物
語
を
描
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

し
か
し
本
稿
が
扱
う
問
題
は
作
者
の
意
図
が
い
か
な
る
も
の
か
、

あ
る
い
は
枕
中
の
世
界
が
真
実
に
〝
夢
〟
な
の
か
否
か
と
い
う
點
に

は
な
い
。
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
こ
れ
だ
け
眠
り
や
〝
夢
〟
に
直
結

す
る
キ
ー
ワ
ー
ド
が
作
中
に
散
見
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、『
太
平

0

0

廣
記

0

0

』
は
な
ぜ

0

0

0

〝
夢0

〟
の
物
語
と
捉
え
な
か
っ
た
の
か

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

と
い
う
點
に

あ
る
。

　

枕
中
の
世
界
は
空
間
構
造
の
面
か
ら
見
れ
ば
、
夢
と
は
無
關
係
の

異
世
界
訪
問
譚
に
近
似
す
る
。
本
章
で
は
そ
の
空
間
的
特
徴
を
踏
ま

え
た
上
で
、『
太
平
廣
記
』
の
「
枕
中
記
」
に
對
す
る
認
識
を
検
討

し
た
い
。『
太
平
廣
記
』
の
捉
え
る
「
枕
中
記
」
及
び
枕
中
の
世
界

と
は
果
た
し
て
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

『
太
平
廣
記
』
は
「
枕
中
記
」
を
掲
載
す
る
に
あ
た
り
、『
文
苑

英
華
』
の
採
用
し
た
「
枕
中
記
」
と
い
う
題
は
用
い
ず
、
青
年
盧
生

を
枕
の
中
に
導
い
た
道
士
、「
呂
翁
」
を
題
と
し
、
さ
ら
に
分
類
も
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〝
異
人
〟
部
に
収
め
て
い
る
。
分
類
の
枠
組
み
か
ら
「
枕
中
記
」
を

検
討
す
る
前
に
、
ま
ず
こ
の
『
太
平
廣
記
』
に
お
け
る
「
異
人
」
と

は
何
か
考
え
た
い
。

　

『
太
平
廣
記
』
異
人
部
は
主
に
、
予
知
能
力
や
、
難
病
を
治
す
異

能
、
不
思
議
な
植
物
や
道
具
を
持
つ
も
の
、
あ
る
い
は
風
体
そ
の
も

の
が
異
形
で
あ
る
な
ど
、
能
力
的
に
、
ま
た
は
身
体
的
に
一
般
人
と

は
「
異
な
る
」
人
物
の
物
語
を
収
め
る
。

　

例
え
ば
、「
枕
中
記
（
呂
翁
）」
と
同
じ
く
道
士
が
登
場
す
る
「
掩

耳
道
士
」
と
い
う
物
語
が
あ
る
。

「
掩
耳
道
士
」：

利
州
南
門
外
、
乃
商
賈
交
易
之
所
。
一
旦
有
道
士
、
羽
衣
繿
縷
、

來
於
稠
人
中
、
賣
葫
蘆
子
種
、
云
、
一
二
年
間
、
甚
有
用
處
。

每
一
苗
只
生
一
顆
、
盤
地
而
成
。
兼
以
白
土
畫
樣
於
地
以
示
人
、

其
模
甚
大
。
逾
時
竟
無
買
者
、
皆
云
、
狂
人
不
足
可
聽
。
道
士

又
以
兩
手
掩
耳
急
走
、
言
、
風
水
之
聲
何
太
甚
耶
。
巷
陌
孩
童
、

競
相
隨
而
笑
侮
之
、
時
呼
為
掩
耳
道
士
。
至
來
年
秋
、
嘉
陵
江

水
、
一
夕
泛
漲
、
漂
數
百
家
。
水
方
渺
瀰
。
衆
人
遙
見
道
士
在

水
上
。
坐
一
大
瓢
、
出
手
掩
耳
、
大
叫
、
水
聲
風
聲
何
太
甚
耶
。

泛
泛
而
去
、
莫
知
所
之
。

（
利
州
の
南
門
外
は
、
乃
ち
商
賈
交
易
の
所
な
り
。
一
旦
道
士
有
り
、

羽
衣
繿
縷
た
り
て
、
稠
人
の
中
に
来
り
て
、
葫
蘆
子
の
種
を
賣
り
て
、

云
ふ
、
一
、
二
年
間
、
甚
だ
用
ふ
る
處
有
り
。
一
苗
毎
に
只
一
顆
の
み

を
生
じ
、
地
を
盤
り
て
成
る
と
。
兼
せ
て
白
土
を
以
て
地
に
樣
を
畫
き

以
て
人
に
示
す
に
、
其
の
模
甚
だ
大
な
り
。
時
を
逾
へ
竟
に
買
ふ
者
無

し
。
皆
云
ふ
、
狂
人
聽
く
べ
き
に
足
ら
ず
と
。
道
士
ま
た
兩
手
を
以
て

耳
を
掩
ひ
急
ぎ
走
り
て
、
言
ふ
、
風
水
の
聲
何
ぞ
太
甚
（
は
な
は
）
だ

し
き
や
と
。
巷
陌
の
孩
童
、
競
ひ
て
相
ひ
隨
ひ
て
之
を
笑
ひ
侮
り
て
、

時
に
掩
耳
道
士
と
呼
び
為
す
。
來
た
る
年
の
秋
に
至
り
、
嘉
陵
江
の
水
、

一
夕
に
し
て
泛
漲
し
、
數
百
家
を
漂
わ
し
む
。
水
方
に
渺
瀰
た
り
。
衆

人
遙
か
に
道
士
の
水
上
に
在
る
を
見
る
。
一
大
瓢
に
坐
し
、
手
を
出
し

耳
を
掩
ひ
て
、
大
ひ
に
叫
ぶ
、
水
聲
風
聲
何
ぞ
太
甚
だ
し
き
や
と
。
泛

泛
と
し
て
去
り
、
之
く
所
を
知
る
莫
し
。）

　

人
々
が
狂
人
扱
い
し
て
い
た
道
士
が
、
実
は
洪
水
を
予
見
し
そ
の

對
策
ま
で
し
て
い
た
と
い
う
内
容
だ
が
、
こ
こ
に
描
か
れ
る
道
士
は
、

㊶
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奇
「
枕
中
記
」
の
〝
夢
〟
と
〝
異
界
〟
を
巡
る
物
語
認
識
の
変
容
（
伊
藤
）

決
し
て
人
々
か
ら
崇
め
奉
ら
れ
る
神
仙
の
よ
う
な
存
在
で
は
な
い
。

道
士
は
洪
水
が
来
る
前
も
後
も
、
変
わ
ら
ず
耳
を
両
手
で
塞
ぎ
、
水

と
風
の
音
の
甚
だ
し
さ
を
訴
え
る
ば
か
り
で
、
そ
の
後
ど
こ
へ
と
も

知
ら
ず
去
っ
て
し
ま
う
。
こ
の
物
語
に
は
市
井
に
現
れ
た
異
能
の
人

物
が
強
烈
に
描
か
れ
る
。「
異
人
部
」
に
は
こ
の
よ
う
な
異
能
の
道

士
の
他
、
隠
者
や
予
言
者
の
物
語
も
見
ら
れ
る
。
さ
ら
に
実
在
の
詩

人
だ
と
思
わ
れ
る
王
梵
志
が
、
樹
木
の
中
か
ら
産
ま
れ
た
と
い
う
物

語
（『
太
平
廣
記
』
巻
八
二
「
王
梵
志
」）
も
収
錄
さ
れ
る
。

　

「
異
人
部
」
の
異
人
は
そ
の
特
殊
性
こ
そ
様
々
で
あ
る
が
、
共
通

す
る
の
は
、
ま
ず
特
定
の
確
固
た
る
身
分
を
持
た
な
い
こ
と
に
あ
る
。

彼
ら
は
道
士
や
隠
者
と
表
現
さ
れ
る
こ
と
は
あ
れ
ど
も
、
官
人
な
ど

の
地
位
も
な
け
れ
ば
、
ま
し
て
や
神
仙
の
よ
う
な
存
在
で
も
な
い
。

彼
ら
は
あ
く
ま
で
も
「
異
能
を
も
つ
人
物
」
と
し
て
描
か
れ
る
。
こ

れ
ら
の
物
語
の
多
く
は
異
人
の
名
を
題
に
掲
げ
、
物
語
は
基
本
的
に

異
人
と
一
般
人
と
の
交
流
、
そ
し
て
そ
こ
で
発
揮
さ
れ
る
異
人
の
能

力
を
描
く
傾
向
に
あ
る
。
上
述
の
「
掩
耳
道
士
」
は
正
に
そ
の
典
型

と
い
え
よ
う
。
そ
し
て
異
人
の
存
在
を
確
認
で
き
る
の
は
、
天
界
や

仙
界
で
は
な
く
、
人
間
世
界
の
範
囲
内
に
あ
り
、
そ
の
中
で
彼
ら
の

存
在
が
際
立
つ
と
い
う
點
も
重
要
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
「
枕
中
記
」
に
登
場
す
る
〝
異
人
〟
と
は
誰
か
。
こ
れ

は
霊
的
な
力
を
持
ち
、
邯
鄲
の
宿
に
て
一
般
の
青
年
盧
生
に
對
し
て

そ
の
力
を
発
揮
し
た
道
士
呂
翁
を
指
す
と
考
え
て
間
違
い
な
か
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
『
太
平
廣
記
』
に
お
け
る
「
呂
翁
」
と
い
う
題
及
び

異
人
部
と
い
う
分
類
、
さ
ら
に
は
物
語
の
出
だ
し
が
「
開
元
十
九
年
、

道
者
呂
翁
…
」
と
呂
翁
の
存
在
か
ら
開
始
す
る
點
か
ら
「
枕
中
記
」

と
い
う
物
語
を
見
た
と
き
、『
太
平
廣
記
』
は
「
枕
中
記
」
を
、
主0

人
公
呂
翁
が

0

0

0

0

0

、
人
間
の
若
者
盧
生
を
導
く
た
め
に
、
枕
中
の
世
界
で

の
も
う
一
つ
の
人
生
に
誘
っ
た
物
語
と
捉
え
た
と
考
え
る
こ
と
が
で

き
る
。

　

こ
れ
は
従
来
の
よ
う
な
、
青
年
盧
生
が
も
う
一
つ
の
生
涯
の
体
験

を
通
し
て
、
人
生
観
を
変
え
た
物
語
と
い
う
解
釈
と
は
視
點
が
大
き

く
異
な
る
。『
太
平
廣
記
』
に
と
っ
て
物
語
の
主
体
と
な
る
べ
き
存

在
は
、
枕
を
通
じ
て
も
う
一
つ
の
人
生
を
歩
ん
だ
盧
生
で
は
な
く
、

枕
を
盧
生
に
渡
し
た
道
士
呂
翁
な
の
で
あ
る
。

　

枕
の
存
在
も
ま
た
、
通
常
は
寝
具
で
あ
り
、
眠
気
に
襲
わ
れ
た
盧

生
が
枕
に
頭
を
つ
け
る
こ
と
は
即
ち
「
眠
る
」、「
夢
を
見
る
」
こ
と

㊷

㊸
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と
直
結
す
る
。
し
か
し
呂
翁
を
主
体
と
し
た
と
き
、
作
中
の
枕
及
び

枕
中
の
世
界
は
、
道
士
呂
翁
が
所
有
し
た
、
あ
る
い
は
用
意
し
た
仕

掛
や
道
具
と
し
て
の
要
素
が
強
く
な
る
。
こ
の
よ
う
な
観
點
か
ら
枕

中
の
世
界
を
み
た
と
き
、
そ
れ
は
盧
生
の
無
意
識
下
に
見
た
幻
、
あ

る
い
は
夢
を
媒
介
に
遊
ん
だ
儚
い
空
間
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
前

章
で
論
じ
た
よ
う
な
、
枕
と
い
う
物
体
に
詰
め
込
ま
れ
た
並
行
世
界

と
し
て
の
側
面
が
窺
え
る
の
で
は
な
い
か
。
枕
中
の
世
界
は
、
道
士

呂
翁
が
意
圖
的
に
用
意
し
た
空
間
で
あ
り
、
そ
こ
に
入
り
込
み
生
活

す
る
盧
生
の
背
後
に
は
、
彼
が
も
と
い
た
世
界
に
て
清
明
に
覺
醒
し

た
呂
翁
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
點
も
ま
た
、「
夢
部
」
の
夢

遊
と
は
大
き
く
異
な
る
。

　

ま
た
前
述
の
六
朝
志
怪
「
楊
林
」
に
つ
い
て
も
、『
太
平
廣
記
』

は
枕
中
の
世
界
に
誘
わ
れ
た
楊
林
の
名
を
題
に
こ
そ
す
れ
、
そ
れ
を

巫
部
に
入
れ
た
點
か
ら
、
や
は
り
「
枕
中
記
」
と
同
様
の
判
断
を
下

し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。「
楊
林
」
も
ま
た
枕
や
「
忽
如
夢
覺
」
と

い
っ
た
夢
や
眠
り
を
連
想
さ
せ
る
要
素
を
持
つ
物
語
で
あ
り
な
が
ら
、

『
太
平
廣
記
』
は
、
巫
が
楊
林
を
枕
中
の
世
界
へ
誘
っ
た
物
語
と
捉

え
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
実
際
楊
林
が
枕
中
の
世
界
へ
と
入
る
場

面
で
は
「
巫
即
遣
林
近
枕
邊
」
と
、
使
役
の
形
で
記
述
さ
れ
て
お
り
、

楊
林
で
は
な
く
巫
が
主
体
と
な
っ
て
い
る
。

　

つ
ま
り
北
宋
の
『
太
平
廣
記
』
で
は
、「
枕
中
記
」
は
、
自
身
の

所
有
す
る
枕
中
の
空
間
に
凡
人
盧
生
を
引
き
込
み
、
か
つ
彼
に
別
の

人
生
を
歩
ま
せ
た
「
異
人
」
の
物
語
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

『
太
平
廣
記
』
時
点
で
は
呂
翁
主
体
と
捉
え
ら
れ
た
「
枕
中
記
」

は
、
多
く
の
先
行
研
究
で
の
「
枕
中
記
」
に
対
す
る
認
識
か
ら
も
わ

か
る
通
り
、
そ
の
後
「
盧
生
が
自
身
の
人
生
を
夢
見
た
夢
物
語
」
と

む
し
ろ
盧
生
主
体
と
み
な
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
物
語
認
識
の
変
容

は
、
必
ず
し
も
近
年
突
発
的
に
発
生
し
た
わ
け
で
は
な
く
、「
枕
中

記
」
成
立
以
後
の
受
容
の
様
相
を
見
て
い
く
と
、
十
一
世
紀
頃
に
は

既
に
そ
の
片
鱗
が
窺
え
る
。

　

「
枕
中
記
」
に
つ
い
て
言
及
す
る
最
も
古
い
文
献
と
し
て
は
、
中

唐
の
李
肇
『
唐
國
史
補
』
が
あ
る
。
李
肇
は
「
沈
既
濟
撰
枕
中
記
、

荘
生
寓
言
之
類
（
沈
既
濟
の
撰
す
る
枕
中
記
は
、
荘
生
寓
言
の
類
な

り
）」
と
述
べ
た
上
で
、
韓
愈
「
毛
穎
傳
」
と
と
も
に
、「
二
篇
眞
良

史
才
也
（
二
篇
眞
に
良
史
の
才
な
り
）」
と
評
価
し
、「
枕
中
記
」
と
荘

子
の
寓
言
の
手
法
と
の
類
似
性
や
、
史
傳
と
し
て
の
秀
逸
性
を
述
べ

㊹

㊺
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る
。
前
述
の
通
り
、
叙
事
に
徹
す
る
史
家
の
筆
致
は
、
確
か
に
「
枕

中
記
」
で
は
色
濃
く
観
察
さ
れ
る
が
、
こ
こ
で
注
意
し
た
い
の
は
、

『
唐
國
史
補
』
が
物
語
を
「
枕
中
記
」
と
表
す
點
で
あ
る
。

　

李
肇
よ
り
少
し
下
り
、
房
千
里
「
骰
子
選
格
序
」
に
も
、「
枕
中

記
」
へ
の
言
及
が
あ
り
、「
枕
中
記
」
を
「
沈
拾
遺
述
枕
中
事
（
沈

拾
遺
の
述
す
枕
中
の
事
）」
と
表
現
す
る
。
そ
し
て
十
世
紀
、『
太
平
廣

記
』
は
題
を
「
呂
翁
」
と
し
「
異
人
部
」
に
収
め
、『
文
苑
英
華
』

は
題
を
「
枕
中
記
」
と
し
、
寓
言
の
部
に
収
め
た
。
な
ぜ
こ
こ
で

「
枕
中
記
」
を
表
現
す
る
言
葉
に
注
目
す
る
の
か
と
い
う
と
、「
枕

中
記
」
を
表
す
語
が
宋
代
以
後
変
化
す
る
た
め
で
あ
る
。

　

例
え
ば
十
一
世
紀
北
宋
の
詩
人
が
「
枕
中
記
」
を
ふ
ま
え
て
詠
ん

だ
詩
歌
が
そ
の
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
以
下
は
王
安
石
の
詠
ん
だ

詩
の
一
部
で
あ
る
。

王
安
石
「
與
耿
天
騭
會
話
」：

邯
鄲
四
十
餘
年
夢
、
相
對
黃
粱
欲
熟
時
。

（
邯
鄲
四
十
餘
年
の
夢
、
相
對
す
る
黃
粱
熟
せ
ん
と
欲
す
る
時
。）

　

ま
た
南
宋
の
范
成
大
は
自
身
の
「
邯
鄲
道
」
と
い
う
絶
句
の
詩
題

に
對
し
、
自
ら
「
即
昔
人
作
黃
粱
夢
處
（
即
ち
昔
人
黃
粱
夢
を
作
り
し

處
）」
と
注
を
つ
け
る
。
同
じ
く
南
宋
の
洪
邁
は
『
容
斎
随
筆
』
に

て
、『
列
子
』「
西
極
化
人
」
の
解
説
に
際
し
、「
予
然
後
知
唐
人
所

著
南
柯
太
守
、
黃
粱
夢
、
櫻
桃
青
衣
之
類
、
皆
本
乎
此
。（
予
然
る
後

に
唐
人
の
著
す
る
所
の
南
柯
太
守
、
黃
粱
夢
、
櫻
桃
青
衣
の
類
、
皆
此
を
本

と
す
る
を
知
る
。）」
と
、「
南
柯
太
守
傳
」、「
枕
中
記
」、「
櫻
桃
青

衣
」
へ
「
西
極
化
人
」
が
与
え
た
影
響
を
指
摘
す
る
。
こ
れ
ら
二
例

に
お
い
て
「
枕
中
記
」
は
「
黃
粱
夢
」
と
称
さ
れ
る
。

　

北
宋
、
南
宋
の
「
枕
中
記
」
を
題
材
と
し
た
詩
に
は
、「
枕
」
の

語
を
使
用
す
る
例
も
い
く
つ
か
あ
る
が
、
全
体
的
な
傾
向
と
し
て
、

物
語
と
し
て
の
「
枕
中
記
」
は
邯
鄲
、
夢
、
黃
粱
と
い
っ
た
語
が
代

表
す
る
こ
と
と
な
る
。
一
方
で
〝「
異
人
」
呂
翁
の
操
る
枕
〟
と
い

う
仕
掛
け
は
、
そ
れ
に
反
し
て
作
品
中
か
ら
影
を
潜
め
て
い
く
。

　

特
に
「
黃
粱
」
の
語
は
、
盧
生
が
目
覺
め
れ
ば
、
枕
中
に
入
る
前

に
宿
屋
の
主
人
が
蒸
し
て
い
た
黃
粱
が
ま
だ
出
来
上
が
っ
て
い
な
か

っ
た
と
い
う
場
面
が
由
来
で
あ
り
、
盧
生
の
過
ご
し
た
も
う
一
つ
の

人
生
が
も
と
の
世
界
で
は
ほ
ん
の
僅
か
の
時
間
で
あ
っ
た
と
い
う
時

㊼

㊽

㊾

㊿

�

�

�
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間
の
流
れ
を
象
徴
的
に
示
す
語
と
し
て
用
い
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

十
一
、
十
二
世
紀
の
文
人
に
と
っ
て
、「
長
い
生
涯
も
実
は
儚
い
も

の
で
あ
る
」
と
い
う
時
間
的
特
性
こ
そ
「
枕
中
記
」
と
い
う
物
語
の

最
も
重
要
な
要
素
で
あ
っ
た
か
の
よ
う
に
。

　

作
中
の
「
枕
中
」
と
い
う
語
も
、
物
語
が
成
立
し
た
中
唐
か
ら
、

『
太
平
廣
記
』
や
『
文
苑
英
華
』
の
編
纂
さ
れ
た
十
世
紀
頃
ま
で
は
、

少
な
く
と
も
物
語
の
重
要
な
一
要
素
と
認
め
ら
れ
て
い
た
と
思
わ
れ

る
が
、
十
一
、
十
二
世
紀
ご
ろ
に
は
、「
枕
」
よ
り
も
、
盧
生
の
眠
り

や
、
わ
ず
か
な
時
間
を
示
唆
す
る
「
黃
粱
」
の
語
に
重
點
が
置
か
れ
る
。

　

こ
う
し
た
観
點
は
、
盧
生
を
主
体
と
し
て
物
語
を
見
た
と
き
生
じ

る
も
の
だ
と
い
え
る
。
長
い
も
う
一
つ
の
人
生
も
、
目
覺
め
た
際
の

時
間
の
流
れ
の
隔
た
り
も
全
て
盧
生
を
通
し
て
体
感
で
き
る
こ
と
で

あ
る
か
ら
で
あ
る
。
十
一
世
紀
〜
十
二
世
紀
は
、
ま
さ
に
読
み
手
の

「
枕
中
記
」
に
対
す
る
認
識
の
過
渡
期
と
も
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。

結　
　

び　
　

に

　

多
く
の
先
行
研
究
か
ら
も
わ
か
る
通
り
、
近
年
「
枕
中
記
」
は

「
盧
生
が
眠
り
の
中
で
自
身
の
別
の
生
涯
を
夢
見
た
〝
夢
物
語
〟」

と
捉
え
ら
れ
、
一
般
的
に
は
「
人
生
は
夢
の
如
く
儚
い
」
と
い
う
主

題
が
そ
こ
に
表
現
さ
れ
て
い
る
と
解
釈
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
。
つ
ま

り
現
在
「
枕
中
記
」
で
盧
生
が
別
の
生
涯
を
過
ご
し
た
枕
中
の
世
界

は
、
盧
生
個
人
の
見
た
〝
儚
い
幻
〟
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
今
日
の
物
語
認
識
と
は
裏
腹
に
、
北
宋
の
『
太
平
廣

記
』
は
「
枕
中
記
」
を
「
夢
部
」
で
は
な
く
「
異
人
部
」
に
分
類
し

た
。『
太
平
廣
記
』「
夢
部
」
の
〝
夢
〟
は
、
睡
眠
に
よ
っ
て
人
間
と

死
者
や
神
々
等
の
存
在
と
を
、
ま
た
時
に
は
冥
界
と
い
う
異
界
や
過

去
の
時
代
を
も
結
び
つ
け
る
媒
介
経
路
と
い
う
神
秘
的
な
機
能
を
備

え
て
お
り
、
単
な
る
〝
儚
い
幻
〟
と
は
い
え
な
い
。
し
か
し
「
枕
中

記
」
が
「
夢
部
」
に
収
め
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、『
太
平

廣
記
』
が
、「
枕
中
記
」
を
「
盧
生
が
〝
夢
〟
と
い
う
媒
介
経
路
を

通
じ
て
別
の
人
生
を
過
ご
す
枕
中
の
世
界
へ
赴
い
た
」
物
語
と
は
捉0

え
な
か
っ
た

0

0

0

0

0

こ
と
を
意
味
す
る
。

　

一
方
「
異
人
部
」
に
は
「
市
井
に
現
れ
た
特
殊
能
力
者
の
物
語
」

が
主
に
収
録
さ
れ
る
、
換
言
す
れ
ば
『
太
平
廣
記
』
は
、「
枕
中

記
」
を
前
述
の
よ
う
な
盧
生
主
体
の
も
の
で
は
な
く
、
凡
人
盧
生
を
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唐
代
傳
奇
「
枕
中
記
」
の
〝
夢
〟
と
〝
異
界
〟
を
巡
る
物
語
認
識
の
変
容
（
伊
藤
）

導
く
異
人
呂
翁
が
主
体
の
物
語
と
捉
え
た
の
で
あ
る
。

　

『
太
平
廣
記
』
の
よ
う
に
呂
翁
を
主
体
と
し
た
場
合
、
作
中
の

「
枕
」
な
い
し
は
「
枕
中
の
世
界
」
の
位
置
づ
け
も
大
き
く
異
な
る
。

と
い
う
の
も
、
呂
翁
が
「
異
人
」
た
り
得
る
の
は
、
ま
さ
に
盧
生
に

別
の
生
涯
を
送
ら
せ
る
た
め
の
異
空
間
を
内
包
す
る
「
枕
」
を
所
有

し
、
そ
こ
に
盧
生
を
導
き
、
人
生
を
悟
ら
せ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の

場
合
の
枕
中
の
世
界
は
、
盧
生
個
人
の
見
た
儚
い
幻
で
は
な
く
、
呂

翁
が
自
身
の
神
通
力
の
下
に
あ
る
枕
を
通
し
て
盧
生
を
導
く
空
間
と

な
る
。「
枕
中
記
」
の
記
述
中
に
は
〝
眠
り
〟
や
〝
夢
〟
と
い
っ
た

要
素
が
確
か
に
見
ら
れ
る
一
方
で
、
実
際
物
語
に
つ
い
て
の
従
来
の

「
常
識
」
を
取
り
外
し
て
、
作
中
に
描
か
れ
る
枕
中
の
世
界
の
空
間

構
造
を
分
析
し
て
み
る
と
、
そ
こ
に
は
仙
界
を
は
じ
め
と
し
た
異
世

界
の
要
素
も
ま
た
明
白
に
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
更
に
そ
の
空

間
内
部
に
つ
い
て
は
、
史
傳
的
筆
致
で
盧
生
の
死
ぬ
ま
で
の
一
代
記

が
描
か
れ
、
言
わ
ば
並
行
世
界
さ
え
も
形
成
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

　

と
こ
ろ
が
冒
頭
で
も
述
べ
た
通
り
、
後
世
に
お
い
て
は
「
異
人
」

呂
翁
の
持
つ
枕
の
特
殊
性
は
さ
ほ
ど
注
目
さ
れ
ず
、
枕
の
穴
を
入
口

と
し
て
そ
の
奥
に
見
出
す
こ
と
も
で
き
た
は
ず
の
異
空
間
も
ま
た
盧

生
の
見
た
儚
い
虚
構
と
し
て
処
理
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。「
枕
中

記
」
に
對
す
る
読
者
の
認
識
に
お
い
て
、
物
語
の
主
体
は
道
士
呂
翁

で
は
な
く
、
一
般
の
青
年
盧
生
へ
と
移
行
し
、
複
数
の
解
釈
が
可
能

で
あ
っ
た
物
語
は
、
現
在
「
盧
生
が
自
身
の
別
の
生
涯
を
〝
夢
〟
見

た
物
語
」
と
し
て
一
元
化
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
物
語
認

識
の
変
容
は
、
盧
生
が
枕
中
に
て
過
ご
し
た
時
間
の
儚
さ
を
象
徴
的

に
示
す
語
で
あ
る
「
黃
粱
」
が
物
語
を
代
表
す
る
語
と
し
て
多
用
さ

れ
、
物
語
中
の
「
枕
」
の
役
割
が
影
に
隠
れ
出
し
た
十
一
、
十
二
世

紀
頃
に
は
す
で
に
そ
の
萌
芽
が
見
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
力
点
の
変
化
と
、
枕
中
の
世
界
か
ら
「
異
空
間
」
と

し
て
の
意
義
が
失
わ
れ
、
儚
い
幻
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
と
は
、
恐
ら
く
密
接
な
関
係
を
有
す
る
は
ず
で
あ
る
。

　

「
枕
中
記
」
は
い
か
な
る
過
程
か
ら
後
世
の
読
者
に
「
人
生
の
儚

さ
を
主
題
と
し
た
〝
夢
〟
物
語
」
と
認
識
さ
れ
た
の
か
、
そ
し
て
作

中
の
枕
中
の
世
界
も
ま
た
い
か
な
る
過
程
を
辿
り
〝
個
人
の
見
る
儚

い
幻
〟
と
し
て
の
〝
夢
〟
に
集
約
さ
れ
た
の
か
。

　

こ
れ
ら
の
物
語
中
の
異
空
間
と
〝
夢
〟
の
系
譜
に
つ
い
て
の
探
求

は
、
次
の
作
業
と
な
る
。
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註①　

魯
迅
『
中
國
小
説
史
略
』
第
八
篇
「
唐
之
傳
奇
文
」（
魯
迅
『
魯
迅

全
集
』
巻
八
、
人
民
文
學
出
版
社
、
一
九
五
七
年
）
五
四
〜
六
一
頁

②　

前
掲
注
①
、
五
七
頁
。

③　
「
櫻
桃
青
衣
」
は
、
劉
開
栄
「
道
教
思
想
的
人
生
觀
與
社
會
背
景
─

枕
中
記
與
南
柯
太
守
傳
」（
劉
開
栄
『
唐
代
小
説
研
究
』（
商
務
印
書
館
、

一
九
四
七
年
）
第
五
章
、
八
三
〜
九
五
頁
）、
赤
井
益
久
「「
枕
中
記
」

校
辯
」（
中
國
古
典
學
會
『
中
國
古
典
研
究
』
第
五
一
号
、
二
〇
〇
六

年
、
一
〜
二
十
頁
）
等
で
『
枕
中
記
』
に
類
す
る
夢
物
語
と
し
て
取
り

上
げ
ら
れ
て
い
る
。
内
山
知
也
「
唐
代
小
説
の
夢
に
つ
い
て
（
昔
話
か

ら
物
語
文
學
へ
）」（
中
國
文
化
研
究
會
編
『
中
國
文
化
研
究
會
會
報
』、

一
一
号
、
一
九
五
五
年
、
六
三
〜
七
〇
頁
）
で
は
、「
枕
中
記
」、「
南

柯
太
守
傳
」、「
櫻
桃
青
衣
」、
さ
ら
に
「
秦
夢
記
」
を
「
自
己
の
生
涯

を
見
る
夢
」
と
し
て
一
括
す
る
。
尾
崎
裕
「
志
怪
・
傳
奇
の
夢
に
つ
い

て
─
『
太
平
廣
記
』「
夢
」
所
収
の
話
を
手
が
か
り
と
し
て
─
」（
中
國

藝
文
研
究
會
『
學
林
』
第
三
二
号
、
二
〇
〇
〇
年
、
八
七
〜
一
一
一

頁
）
で
も
、
そ
れ
ら
四
作
品
を
「
夢
に
別
世
界
に
遊
ん
だ
話
」
と
す
る
。

④　

地
部
が
後
半
に
配
置
さ
れ
る
點
に
關
し
て
は
、『
北
堂
書
鈔
』
に
も

同
様
の
特
徴
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
ち
ら
は
帝
部
と
い
う
皇
帝
に
關
連
す

る
部
か
ら
始
ま
る
。
そ
の
點
か
ら
見
る
と
、
国
家
事
業
と
し
て
編
纂
さ

れ
た
類
書
で
あ
る
に
も
關
わ
ら
ず
、『
太
平
廣
記
』
に
本
来
類
書
が
前

半
に
配
置
す
る
天
や
皇
帝
と
い
っ
た
項
目
が
な
く
、
分
類
項
目
が
神
仙
、

女
仙
、
道
術
…
と
道
教
や
仙
人
に
關
わ
る
も
の
か
ら
開
始
さ
れ
る
の
は

や
は
り
異
例
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

⑤　

こ
れ
ら
二
系
統
の
テ
キ
ス
ト
に
關
し
て
は
、
王
夢
鷗
『
陳
翰
異
聞
集

校
補
考
釋
』（
藝
文
印
書
館
、
一
九
七
三
年
）
に
次
の
指
摘
が
見
ら
れ

る
。

一
本
單
篇
流
行
、
一
則
輯
入
異
聞
集
。
其
單
篇
流
行
者
、
蓋
猶
近

於
沈
既
濟
之
舊
文；

其
輯
入
異
聞
集
者
、
則
頗
遭
編
者
陳
翰
竄
改
、

使
原
文
益
就
於
通
俗
。
前
者
至
北
宋
復
轉
輯
入
於
文
苑
英
華
卷
八

三
三
寓
言
類；

後
者
則
於
同
時
稍
後
※
亦
見
輯
於
太
平
廣
記
卷
八

二
異
人
類
、
改
題
曰
『
呂
翁
』。（
四
四
頁
）

（
一
つ
は
元
々
単
篇
で
流
布
し
、
一
つ
は
『
異
聞
集
』
に
収
錄
さ

れ
た
。
単
篇
で
流
布
し
た
も
の
は
、
思
う
に
沈
既
濟
の
も
と
の
文

章
に
近
い
。『
異
聞
集
』
に
収
錄
さ
れ
た
も
の
は
、
編
者
陳
翰
に

大
き
く
改
訂
さ
れ
、
も
と
の
文
は
い
っ
そ
う
通
俗
的
に
さ
れ
た
。

前
者
は
北
宋
に
至
り
ま
た
『
文
苑
英
華
』
卷
八
三
三
寓
言
の
類
に

収
錄
さ
れ
た
。
後
者
は
同
時
期
ま
た
は
や
や
後
れ
て
ま
た
『
太
平

廣
記
』
卷
八
二
異
人
の
類
に
入
れ
ら
れ
、
題
を
『
呂
翁
』
と
改
め

ら
れ
た
。）

※
た
だ
し
実
際
は
『
太
平
廣
記
』
は
太
平
興
国
三
年
（
九
七
八
年
）
に

李
昉
等
に
よ
っ
て
上
表
文
が
提
出
さ
れ
、
一
方
『
文
苑
英
華
』
の
編
纂

は
太
平
興
国
七
年
（
九
八
二
年
）
か
ら
着
手
さ
れ
、
雍
熙
三
年
（
九
八

六
年
）
に
完
成
し
て
お
り
、
成
立
は
『
太
平
廣
記
』
が
先
で
あ
る
。
そ

の
た
め
こ
の
「
後
者
則
於
同
時
稍
後
…
」
と
い
う
記
述
に
誤
り
が
見
ら

れ
る
点
に
は
留
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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唐
代
傳
奇
「
枕
中
記
」
の
〝
夢
〟
と
〝
異
界
〟
を
巡
る
物
語
認
識
の
変
容
（
伊
藤
）

⑥　

清
水
栄
吉
「
中
国
の
小
説
と
説
話
に
お
け
る
夢
」（『
天
理
大
學
學

報
』
第
二
十
輯
、
一
九
五
五
年
、
八
一
頁
〜
九
一
頁
。）、
森
英
雄
、
門

脇
康
文
「「
南
柯
太
守
傳
」
の
夢
に
つ
い
て
─
離
魂
譚
と
し
て
の
視
點

か
ら
」（
大
東
文
化
大
學
漢
學
會
編
『
大
東
文
化
大
學
漢
學
會
誌
』
五

五
号
、
四
九
頁
〜
七
三
頁
、
二
〇
一
六
年
）、
葉
山
恭
江
「『
太
平
廣

記
』
に
お
け
る
「
夢
の
ご
と
し
」：
唐
代
傳
奇
「
南
柯
太
守
傳
」
は
夢

の
話
か
」（
大
東
文
化
大
學
漢
學
會
編
『
大
東
文
化
大
學
漢
學
會
誌
』

五
六
号
、
八
一
〜
一
〇
一
頁
、
二
〇
一
七
年
）
等
。

⑦
伊
藤
漱
平
編
『
中
国
の
古
典
文
學
』、
東
京
大
學
出
版
会
、
一
九
八
一

年
、
二
〇
三
〜
二
一
三
頁
。

⑧　

中
國
藝
文
研
究
會
編
『
學
林
』
三
三
号
、
二
〇
〇
一
年
、
七
七
〜
一

〇
八
頁
。

⑨
手
塚
山
學
院
大
學
中
国
文
化
研
究
会
『
中
国
文
化
論
叢
』
第
九
号
、
二

〇
〇
〇
年
、
二
十
〜
五
一
頁
。

⑩　
「
適
」
の
語
は
、
ま
ず
「
枕
中
記
」
冒
頭
の
盧
生
と
呂
翁
の
對
話
に

出
て
く
る
。（
本
文
に
て
挙
げ
た
尾
崎
の
論
文
は
、『
文
苑
英
華
』
に
引

か
れ
た
テ
キ
ス
ト
を
用
い
て
い
る
た
め
、
以
下
の
引
用
文
は
全
て
『
文

苑
英
華
』
巻
八
三
三　

記
、
寓
言
（
中
華
書
局
、
一
九
六
六
年
、
四
三

九
五
─
四
三
九
七
頁
）
よ
り
引
く
。）

翁
曰
、
觀
子
形
體
、
無
苦
無
恙
、
談
諧
方
適
、
而
歎
其
困
者
、
何

也
。
生
曰
、
吾
此
苟
生
耳
。
何
適
之
謂
。
翁
曰
、
此
不
謂
適
、
而

何
謂
適
。
答
曰
、
士
之
生
世
、
當
建
功
樹
名
、
出
將
入
相
、
列
鼎

而
食
、
選
聲
而
聽
、
使
族
益
昌
、
而
家
益
肥
。
然
後
可
以
言
其
適

乎
。（
翁
曰
く
、
子
の
形
體
を
觀
る
に
、
苦
無
く
恙
無
く
、
談
諧

方
に
適
な
る
に
、
而
る
に
其
の
困
な
る
を
嘆
く
は
、
何
ぞ
や
と
。

生
曰
く
、
吾
は
此
れ
苟
も
生
く
る
の
み
。
何
ぞ
之
を
適
と
謂
ふ
か
。

翁
曰
く
、
此
れ
適
と
謂
は
ず
し
て
、
何
を
か
適
と
謂
は
ん
と
。
答

へ
て
曰
く
、
士
の
世
に
生
ま
る
る
に
、
當
に
功
を
建
て
名
を
樹

（
た
）
て
、
出
で
て
は
將
、
入
り
て
は
相
と
な
り
、
鼎
を
列
し
て

食
ら
ひ
、
聲
を
選
び
て
聽
き
、
族
を
し
て
益
々
昌
（
さ
か
）
ん
に

し
て
家
を
し
て
益
々
肥
へ
し
む
べ
し
。
然
る
後
に
以
て
其
れ
適
と

言
ふ
べ
し
。）

ま
た
物
語
終
盤
に
も
、
も
う
一
つ
の
人
生
を
終
え
目
覺
め
た
盧
生
に
對

し
呂
翁
は
「
人
世
之
適
、
亦
如
是
矣
（
人
世
の
適
、
亦
た
是
の
如

し
）」
と
告
げ
る
。（
た
だ
し
「
人
世
之
適
」
と
い
う
言
葉
は
『
文
苑
英

華
』
所
収
の
テ
キ
ス
ト
に
の
み
見
ら
れ
、『
太
平
廣
記
』
で
は
該
当
部

分
は
「
人
世
之
事
」
と
な
っ
て
い
る
。）

こ
の
呂
翁
の
言
う
「
適
」
に
つ
い
て
の
解
釈
は
諸
説
あ
る
が
、
尾
崎
は

こ
の
盧
生
、
呂
翁
の
述
べ
る
「
適
」
に
つ
い
て
、「〈
始
め
〉
に
お
い
て
、

「
適
」
と
は
富
貴
榮
耀
で
あ
る
と
す
る
盧
生
に
對
し
、
呂
翁
は
眞
の

「
適
」
と
は
盧
生
が
「
困
」
と
し
て
嘆
く
つ
つ
ま
し
い
生
活
の
中
に
こ

そ
あ
る
と
言
っ
て
い
る
。
し
か
し
〈
終
り
〉
に
お
い
て
、「
人
生
の
適
、

亦
た
是
の
如
し
」
と
語
っ
て
し
ま
え
ば
、〈
始
め
〉
で
語
ら
れ
た
盧
生

が
求
め
た
「
適
」
も
、
呂
翁
が
示
し
た
「
適
」
も
、
等
し
く
夢
の
よ
う

に
は
か
な
い
も
の
だ
と
見
な
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。」（
前
掲
注
⑧
、
八
九
頁
）
と
述
べ
る
。
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⑪　
『
中
国
文
学
の
愉
し
き
世
界
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
二
年
。
井
波
は

「
枕
中
記
」
及
び
「
南
柯
太
守
傳
」
に
つ
い
て
、「
枕
の
穴
の
奥
や
槐

の
木
の
穴
の
奥
に
、
広
が
る
異
界
を
夢
遊
し
て
快
楽
を
尽
く
す
。」（
九

八
頁
）
と
述
べ
る
。
井
波
は
本
書
の
中
で
作
中
の
枕
中
の
世
界
を
、

「
夢
」
の
語
は
あ
ま
り
用
い
ず
、
基
本
的
に
「
枕
の
中
の
世
界
」
や

「
枕
の
中
の
異
界
」
と
い
っ
た
語
で
言
い
表
す
。（
九
八
〜
一
〇
二
頁
）

⑫　
「
枕
中
記
の
構
想
」（
中
國
古
典
文
學
研
究
會
編
『
文
學
と
哲
學
の
あ

い
だ
』（
笠
間
書
院
、
一
九
七
八
年
）
二
〇
三
〜
二
四
六
頁
）
乾
は

「
枕
中
記
」
に
つ
い
て
「
大
体
、
古
人
は
、
夢
の
世
界
は
魂
の
遊
行
の

世
界
だ
と
考
え
て
い
た
か
ら
、
こ
の
意
味
か
ら
す
れ
ば
、
盧
生
が
夢
の

中
で
理
想
の
生
活
を
送
る
の
は
、
一
の
異
郷
訪
問
譚
だ
と
い
う
こ
と
が

で
き
る
。
盧
生
が
夢
の
世
界
へ
行
く
の
は
、
遊
魂
の
信
仰
を
そ
の
発
想

の
基
盤
と
し
て
お
り
、
明
ら
か
に
異
郷
訪
問
の
形
を
と
っ
て
い
る
。」

（
二
一
二
頁
）
と
述
べ
る
。

ま
た
井
波
、
乾
の
他
、
近
藤
春
雄
も
『
唐
代
小
説
の
研
究
』
第
二
章
第

四
節
（
笠
間
書
院
、
一
九
七
八
年
、
八
一
〜
九
六
頁
）
の
中
で
、「
枕

中
記
」
に
つ
い
て
、「
別
世
界
が
夢
に
至
る
世
界
」
で
あ
り
「
神
遊
し

て
至
る
世
界
」
で
あ
る
と
述
べ
る
（
八
九
頁
）
が
、
一
方
で
「
枕
中

記
」
の
枕
中
の
世
界
を
「
夢
中
の
世
界
」
と
漠
然
と
言
い
表
す
（
八
二

頁
）。

⑬　

前
掲
注
③
の
劉
や
、
内
山
知
也
『
隋
唐
小
説
研
究
』
第
四
章
第
二
節

「
沈
既
済
と
「
任
氏
傳
・
枕
中
記
に
つ
い
て
」（
木
耳
社
、
一
九
七
七

年
、
三
四
一
〜
三
四
六
頁
）
等
も
、
そ
れ
ぞ
れ
「
枕
中
記
」
の
背
景
に

あ
る
社
会
状
況
や
作
者
に
つ
い
て
詳
述
す
る
が
、
作
中
の
枕
中
の
世
界

は
〝
夢
〟
で
あ
る
と
明
記
す
る
。

内
田
道
夫
「
唐
代
小
説
に
お
け
る
夢
と
幻
設
」（『
集
刊
東
洋
學
』
第
一

号
、
一
九
五
九
年
、
二
〜
一
二
頁
）、
内
山
知
也
「
唐
代
小
説
の
夢
に

つ
い
て
」（
前
掲
注
③
）
は
と
も
に
予
兆
の
夢
や
鬼
神
と
邂
逅
す
る
夢

な
ど
、
唐
代
小
説
に
見
ら
れ
る
様
々
な
夢
の
型
を
検
討
す
る
が
、「
枕

中
記
」
に
つ
い
て
は
、
人
生
の
儚
さ
を
示
す
物
語
と
し
て
捉
え
て
お
り
、

枕
中
の
世
界
を
表
す
語
と
し
て
の
〝
夢
〟
も
、
儚
く
容
易
に
消
え
て
し

ま
う
存
在
と
い
う
概
念
で
用
い
る
。

⑭　
『
太
平
廣
記
』（
中
華
書
局
、
二
〇
一
五
年
）
巻
二
七
六
、
二
一
八
〇

頁
、
出
典
は
劉
彦
明
『
燉
煌
錄
』。

⑮　
『
太
平
廣
記
』
巻
二
七
六
、
二
一
八
五
頁
、
出
典
は
『
幽
明
錄
』。

⑯　
『
太
平
廣
記
』
巻
二
七
六
、
二
一
八
七
頁
、
出
典
は
『
幽
明
錄
』。

⑰　
『
太
平
廣
記
』
巻
二
七
六
、
二
一
八
八
頁
、
出
典
は
『
太
平
廣
記
』

で
は
『
述
異
記
』
と
記
載
さ
れ
る
の
み
で
、
祖
沖
之
編
の
も
の
か
任
昉

編
の
も
の
か
は
不
明
。
た
だ
し
『
太
平
御
覧
』
巻
四
七
九
人
事
部
、
報

恩
で
は
こ
の
出
典
を
桓
沖
之
『
述
異
記
』
と
し
（『
太
平
御
覧
』
巻
四

七
九
人
事
部
報
恩
、
中
華
書
局
、
一
九
六
〇
年
、
二
一
九
六
頁
よ
り
）、

一
方
で
『
永
樂
大
典
』
は
出
典
を
任
昉
『
述
異
記
』
と
す
る
（『
永
樂

大
典
』
巻
一
三
一
三
六 

夢
、
中
華
書
局
、
一
九
八
六
年
、
五
六
七
八

頁
よ
り
）。
こ
の
「
周
氏
婢
」
の
出
典
の
問
題
に
関
し
て
は
、
中
島
長

文
『
魯
迅
『
古
小
説
鈎
沈
』
校
本
』
の
祖
沖
之
『
述
異
記
』（
京
都
大

学
中
国
語
学
中
国
文
学
研
究
室
、
二
〇
一
七
年
、
三
〇
六
頁
）
を
参
照
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唐
代
傳
奇
「
枕
中
記
」
の
〝
夢
〟
と
〝
異
界
〟
を
巡
る
物
語
認
識
の
変
容
（
伊
藤
）

し
た
。

⑱　
『
太
平
廣
記
』
巻
二
八
一
、
二
二
四
二
〜
二
二
四
四
頁
、
出
典
は
記

載
さ
れ
ず
。

⑲　
『
太
平
廣
記
』
巻
二
八
二
、
二
二
四
八
〜
二
二
五
〇
頁
、
出
典
は

『
異
聞
集
』。

⑳　
『
太
平
廣
記
』
巻
二
八
二
、
二
二
五
一
〜
二
二
五
二
頁
、
出
典
は

『
聞
奇
錄
』。

㉑　
「
宋
瓊
」、「
邢
鳳
」
は
そ
れ
ぞ
れ
『
太
平
廣
記
』
巻
二
七
七
（
二
一

八
九
〜
二
一
九
〇
頁
、
出
典
は
『
夢
雋
』）、
二
八
二
巻
（
二
二
四
七
〜

二
二
四
八
頁
、
出
典
は
『
異
聞
録
』）
に
収
錄
。

㉒　
「
宋
言
」、「
薛
存
誠
」、「
劉
景
復
」
は
そ
れ
ぞ
れ
『
太
平
廣
記
』
巻

二
七
八
（
二
二
一
〇
〜
二
二
一
一
頁
、
出
典
は
『
雲
渓
友
議
』）、
巻
二

七
九
（
二
二
二
〇
頁
、
出
典
は
『
續
玄
怪
錄
』）、
巻
二
八
〇
（
二
二
三

五
〜
二
二
三
六
頁
、
出
典
は
『
纂
異
記
』）
に
収
錄
。『
太
平
廣
記
』

「
夢
部
」
に
て
「
夢
」
の
語
が
用
い
ら
れ
な
い
作
品
は
こ
れ
ら
三
作
品

の
み
で
あ
る
。

㉓　
『
太
平
廣
記
』
巻
二
七
八
「
宋
言
」（
前
掲
注
㉒
）
よ
り
。

㉔　

前
掲
注
⑱
よ
り
。

㉕　

前
掲
注
⑲
よ
り
。

㉖　

引
用
文
は
『
太
平
廣
記
』
巻
二
八
一
、
二
二
四
四
〜
二
二
四
五
頁
よ

り
。
出
典
は
『
河
東
記
』。

㉗　
「
独
孤
遐
叔
」
の
他
、
同
じ
く
『
太
平
廣
記
』
卷
二
八
二
が
『
纂
異

記
』
よ
り
引
い
た
「
張
生
」（『
太
平
廣
記
』
巻
二
八
二
、
二
二
五
〇
〜

二
二
五
一
頁
）
も
ま
た
、
主
人
公
が
瓦
を
投
げ
る
こ
と
で
具
現
化
し
た

妻
の
夢
が
立
ち
消
え
る
場
面
が
あ
る
。

㉘　

引
用
文
は
『
太
平
廣
記
』
卷
八
二
、
五
二
六
〜
五
二
八
頁
よ
り
。

㉙　
『
太
平
廣
記
』
所
収
の
テ
キ
ス
ト
に
あ
っ
た
「
寐
中
」
の
二
字
は
、

『
文
苑
英
華
』
所
収
の
「
枕
中
記
」
の
テ
キ
ス
ト
に
は
存
在
し
な
い

（『
文
苑
英
華
』（
中
華
書
局
、
一
九
六
六
年
）
卷
八
三
三
、
四
三
九
五

─
四
三
九
七
頁
参
照
）。
前
掲
注
④
の
王
夢
鴎
の
指
摘
に
依
拠
す
れ
ば
、

「
寐
中
」
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
「
枕
中
記
」
に
は
な
く
、
晩
唐
陳
翰
が

『
異
聞
集
』
編
纂
の
際
に
補
足
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

㉚　

こ
の
點
に
關
し
て
は
、
乾
一
夫
「
枕
中
記
の
構
想
」（
前
掲
注
⑫
、

二
一
七
頁
）、
近
藤
春
雄
「
唐
代
小
説
の
別
世
界
」（
前
掲
注
⑫
、
八
二

頁
・
八
九
頁
）
に
同
様
の
指
摘
が
見
ら
れ
る
。
中
野
美
代
子
『
仙
界
と

ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
』（
河
出
書
房
新
社
、
一
九
九
五
年
、
二
五
七

頁
）
に
も
「
枕
中
記
」
は
仙
界
譚
の
流
れ
を
汲
ん
で
い
る
と
の
指
摘
が

す
で
に
あ
る
。

㉛　

題
は
『
太
平
廣
記
』
巻
一
九
七
参
照
。
引
用
文
は
『
宋
本
藝
文
類

聚
』（
巻
九
四
獣
部
中
、
羊
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
三
年
、
二

四
一
九
〜
二
四
二
〇
頁
）
よ
り
。
ま
た
宋
代
の
『
類
説
』
は
『
殷
藝
小

説
』
よ
り
こ
の
物
語
を
引
く
（
曾
慥
『
類
説
』
巻
四
九
、
北
京
文
学
古

籍
刊
行
社
、
一
九
五
五
年
、
三
二
四
六
〜
三
二
四
八
頁
よ
り
）。（
中
島

長
文
『
魯
迅
『
古
小
説
鈎
沈
校
本
』』（
前
掲
注
⑰
）
の
『
殷
芸
小
説
』

（
二
二
三
〜
二
二
四
頁
）
及
び
『
幽
明
録
』（
三
八
五
頁
）
を
参
照
。）

㉜　
『
太
平
廣
記
』
巻
二
〇
、
一
三
四
〜
一
三
五
頁
、
出
典
は
『
博
異
志
』。
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㉝　
「
張
華
」
の
よ
う
な
、
穴
を
く
ぐ
り
、
開
け
た
土
地
に
出
る
と
い
う

物
語
の
展
開
は
、
六
朝
志
怪
の
異
世
界
訪
問
譚
に
度
々
見
ら
れ
る
。
有

名
な
例
と
し
て
は
「
桃
花
源
記
」
が
あ
り
、
作
中
で
桃
花
源
へ
と
赴
く

場
面
で
、
漁
師
は
狭
い
穴
を
し
ば
ら
く
進
み
、
開
け
た
土
地
へ
と
出
る
。

こ
の
よ
う
な
様
式
は
唐
代
傳
奇
の
異
世
界
訪
問
譚
に
も
受
け
継
が
れ
て

お
り
、
本
文
で
例
に
挙
げ
た
「
陰
隱
客
」
の
往
路
の
場
面
で
も
、
暗
く

狭
い
道
を
潜
り
抜
け
る
描
写
が
あ
る
。

㉞　

赤
井
益
久
「「
枕
中
記
」
校
辯
」（
前
掲
注
③
）
に
、『
枕
中
記
』
に

お
け
る
道
士
の
枕
は
、
そ
れ
自
体
の
中
に
空
間
が
存
在
し
、
小
宇
宙
を

形
成
し
て
い
る
と
の
指
摘
が
既
に
あ
る
。
ま
た
井
波
律
子
は
「
枕
中

記
」
の
枕
中
の
世
界
に
つ
い
て
、「
ミ
ニ
チ
ュ
ア
の
世
界
に
ほ
か
な
ら

ず
、
こ
こ
で
は
時
間
の
流
れ
も
急
テ
ン
ポ
と
な
る
。」
と
述
べ
る
（
前

掲
注
⑪
、
一
〇
二
頁
よ
り
）。

㉟　

引
用
文
は
『
後
漢
書
』（
中
華
書
局
、
一
九
六
五
年
）
巻
八
二
下
、

方
術
列
傳
下
、
二
七
四
三
頁
よ
り
。

㊱　

引
用
文
は
『
北
堂
書
鈔
』
卷
一
三
四　

服
飾
部
枕
、
中
国
書
店
、
一

九
八
九
年
、
五
四
一
頁
よ
り
。

㊲　
「
楊
林
」
に
つ
い
て
は
、
魯
迅
が
、
前
掲
注
①
五
八
頁
に
て
「
干
寶

《
搜
神
記
》
有
焦
湖
廟
祝
以
玉
枕
使
楊
林
入
夢
事
（
見
第
五
篇
）、
大

旨
悉
同
、
当
即
此
篇
所
本
（
干
寶
『
捜
神
記
』
に
焦
湖
廟
の
巫
が
玉
枕

を
も
っ
て
楊
林
を
夢
に
入
ら
せ
る
話
が
あ
り
（
第
五
篇
に
見
え
る
）、

（『
枕
中
記
』
と
）
あ
ら
ま
し
は
同
じ
で
あ
り
、『
枕
中
記
』
の
基
と
な

っ
て
い
る
。）」
と
、「
枕
中
記
」
の
前
身
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

㊳　
『
太
平
廣
記
』
巻
二
八
三
、
二
二
五
四
頁
よ
り
。

『
太
平
寰
宇
記
』
に
も
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
じ
文
面
が
引
か
れ
て
お
り
、
こ
ち

ら
は
出
典
を
『
捜
神
記
』・『
幽
明
録
』
と
す
る
（『
太
平
寰
宇
記
』
巻

一
二
六
、
中
華
書
局
、
二
〇
〇
七
年
、
二
四
九
三
頁
よ
り
）。
こ
の
點

に
つ
い
て
中
島
長
文
『
魯
迅
『
古
小
説
鈎
沈
』
校
本
』（
前
掲
注
⑰
）

は
、「
按
廣
記
引
與
寰
宇
記
引
文
略
同
、「
宋
世
」
二
字
廣
記
引
有
、
然

則
是
宋
世
之
故
事
、
當
不
見
於
捜
神
記
。
但
寰
宇
記
引
無
「
宋
世
」
二

字
、
而
且
寰
宇
記
所
引
文
不
見
今
本
捜
神
記
、
又
此
條
未
見
他
書
引
作

捜
神
記
。（『
太
平
廣
記
』
の
引
用
と
『
太
平
寰
宇
記
』
の
引
用
文
と
が

ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
こ
と
に
基
づ
け
ば
、「
宋
世
」
の
二
字
が
『
太
平
廣

記
』
の
引
用
に
あ
り
、
こ
れ
は
宋
の
世
の
故
事
で
あ
る
た
め
、
当
然

『
捜
神
記
』
に
は
見
ら
れ
な
い
は
ず
で
あ
る
。
た
だ
し
『
太
平
寰
宇

記
』
の
引
用
に
「
宋
世
」
の
二
字
は
な
く
、
さ
ら
に
『
太
平
寰
宇
記
』

の
引
用
文
は
現
在
伝
わ
る
『
捜
神
記
』
に
は
見
ら
れ
ず
、
ま
た
こ
の
話

を
他
の
書
が
『
捜
神
記
』
の
も
の
と
し
て
引
く
例
も
未
だ
見
ら
れ
な

い
。）」（
四
八
二
〜
四
八
三
頁
）
と
述
べ
る
。

㊴　

前
掲
注
⑫
、
二
二
〇
頁
よ
り
。

㊵　

例
え
ば
赤
井
益
久
「「
枕
中
記
」
校
辯
」（
前
掲
注
③
）、
下
定
雅

弘
・
森
本
早
織
「
盧
生
は
何
を
知
っ
た
の
か
？
─
『
枕
中
記
』
の
主
題

─
」（
前
掲
注
⑨
）
に
は
盧
生
の
赴
い
た
枕
中
の
世
界
に
つ
い
て
同
様

の
指
摘
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
乾
は
前
掲
注
⑫
、
二
一
六
頁
に
て
「『
枕

中
記
』
の
夢
の
世
界
は
、
決
し
て
異
類
の
棲
む
異
郷
で
は
な
く
、
現
實

の
人
間
世
界
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。」
と
述
べ
る
。
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唐
代
傳
奇
「
枕
中
記
」
の
〝
夢
〟
と
〝
異
界
〟
を
巡
る
物
語
認
識
の
変
容
（
伊
藤
）

㊶　
『
太
平
廣
記
』
巻
八
六
、
五
六
一
頁
、
出
典
は
『
野
人
閑
話
』。

㊷　

中
に
は
、
異
人
と
交
流
す
る
一
般
人
の
名
が
題
と
さ
れ
る
物
語
も
あ

る
が
、
こ
の
場
合
は
異
人
が
名
前
の
な
い
匿
名
の
人
物
で
あ
る
場
合
が

ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

㊸　

尾
崎
裕
「「
枕
中
記
」
と
「
南
柯
太
守
傳
」
─
そ
の
《
枠
》
を
手
が

か
り
に
─
」（
前
掲
注
⑧
）
に
も
、
劇
中
劇
に
当
た
る
盧
生
の
第
二
の

人
生
の
外
枠
に
は
呂
翁
主
体
の
物
語
が
あ
る
と
い
う
指
摘
が
あ
る
。

㊹　

実
際
、
晩
唐
の
『
異
聞
集
』
で
は
盧
生
が
枕
の
穴
に
入
る
場
面
の
前

に
「
寐
中
」
の
二
語
が
補
足
さ
れ
て
い
る
。
枕
が
当
時
も
寝
具
で
あ
り
、

枕
と
い
え
ば
「
眠
る
」
と
い
う
認
識
は
『
太
平
廣
記
』
成
立
以
前
も
一

般
的
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

㊺　

こ
の
點
に
つ
い
て
は
、
尾
崎
裕
が
す
で
に
「「
枕
中
記
」
と
「
南
柯

太
守
傳
」
─
そ
の
《
枠
》
を
手
が
か
り
に
─
」（
前
掲
注
⑧
）
に
て
、

「「
枕
中
記
」
の
《
枠
》
は
、
ま
さ
し
く
呂
翁
の
物
語
」（
八
六
頁
）
と

述
べ
た
上
で
、「
讀
者
は
往
々
に
し
て
呂
翁
の
存
在
を
意
識
の
片
隅
に

追
い
や
っ
て
し
ま
い
、〈
中
間
〉
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
、
夢
遊
と
い
う

不
可
思
議
な
要
素
に
依
存
し
た
モ
チ
ー
フ
と
、
そ
こ
か
ら
導
き
出
さ
れ

た
盧
生
の
價
値
觀
の
轉
換
に
目
を
奪
わ
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
ろ
う
」

（
八
八
頁
）
と
指
摘
す
る
。

㊻　

李
肇
『
唐
國
史
補
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
七
九
年
）
五
五
頁
。

㊼　
『
文
苑
英
華
』
卷
三
七
八
（
中
華
書
局
、
一
九
六
六
年
）、
一
九
三
一

頁
よ
り
。

㊽　

た
だ
し
房
千
里
は
、「
列
禦
寇
叙
穆
天
子
夢
遊
、
近
者
沈
拾
遺
述
枕

中
事
…
」
と
「
枕
中
記
」
を
『
列
子
』
周
穆
王
の
夢
遊

0

0

の
話
と
並
列
し

て
言
及
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
二
つ
の
話
を
同
種
の
も
の
と
み
な
し
て
い

る
こ
と
が
窺
え
る
点
に
は
留
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。（
赤
井
益
久
「「
枕

中
記
」
校
弁
」（
前
掲
注
③
）
を
参
照
）

㊾　
「
枕
中
記
」
を
題
材
と
し
た
北
宋
、
南
宋
の
詩
歌
に
つ
い
て
は
、
岡

本
不
二
明
「
宋
詩
に
み
え
る
「
枕
中
記
」
の
影
響
に
つ
い
て
」（『
岡
山

大
學
文
學
部
紀
要
』
五
八
号
、
二
〇
一
二
年
、
二
七
─
四
一
頁
）
を
参

照
し
た
。

㊿　
『
王
荊
文
公
詩
箋
注
』
四
二
巻
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
、

一
一
〇
四
頁
。

�　
『
范
石
湖
集
』
一
二
巻
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
一
年
、
一
五

一
頁

�　

洪
邁
『
容
斎
随
筆
』
容
斎
四
筆
卷
一
（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
五
年
）

六
三
九
〜
六
四
〇
頁
よ
り
。

�　
「
黃
粱
」
の
語
は
『
文
苑
英
華
』
系
統
の
テ
キ
ス
ト
に
は
見
え
ず
、

『
異
聞
集
』
及
び
そ
こ
か
ら
引
用
し
た
『
太
平
廣
記
』
系
統
の
テ
キ
ス

ト
に
の
み
見
ら
れ
る
。「
枕
中
記
」
を
指
す
語
と
し
て
「
黃
粱
」
が

度
々
用
い
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
当
時
『
異
聞
集
』
及
び
『
太
平
廣
記
』

系
統
の
テ
キ
ス
ト
が
流
通
し
て
い
た
と
い
え
る
。




